
 

 

 

 

 

３ 主要な施策の成果 

 

 

 

(1) 一 般 会 計 

 

 

 

 

 

 

主要な施策の成果は、現年度の主管課長が評価し作成しているので、主管課

名、主管課長名ともに現年度のものを表記してあります。  





01

款 02

06 項 01

6-2 目 01

08 ― 60

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

ア　総　　務

事業名 ＧＩＳ統合整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

政　策

事
業
目
的

対象 意図

市民・市職員 庁内横断型のＧＩＳ（地図情報システム）を統合・整備すること
で、市民の利便性向上と業務の効率化に資する。

事
業
内
容

GISは、地図と情報を重ね合わせ、情報を可視化することで管理・分析・加工・表示等に活用できる有益なシステムであ
る。これまで流山市で運用していた地図データ及びシステムを統合し、共通のGIS基盤を構築することで、業務のさらな
る効率化、市民サービスの向上、オープンデータ等の取組みの推進に資することを目的とする。

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 総務管理費

施　策 健全で効率的な行財政運営 一般管理費

主管課 情報政策・改革改善課 主管課長 内　安広 事業コード

16,790,112 円

市民公開サイト「ながれや
まマップ」マップ数

20 個

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0事
業
の
実
績
（

指
標
）

市民公開サイト「ながれやま
マップ」ページビュー

70,675 ＰＶ

決
算
額

事業費計

職員向け統合型ＧＩＳ登録
レイヤ数

265 レイヤ
分担金・負担金

職員給与費 2,636,800 円

その他特定財源 0

一般財源 16,790,112

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

紙地図等で手作業で行っていた業務の一部
が、ＧＩＳの活用により効率化されてい
る。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 19,426,912 円

市民向け地図情報公開サイト「ながれやまマップ」

－81－



01

款 02

06 項 01

6-2 目 01

12 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 総務課 主管課長 菊池　義博 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

全職員 法令（条例を含む。）を地方自治の本旨に基づいて解釈し、運用
し、政策を実現するための手段として活用できるようにする。

政　策 公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 総務管理費

施　策 健全で効率的な行財政運営 一般管理費

事業名 政策法務推進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

自治体法務検定受検者シル
バークラス以上取得者

93 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

研修受講者数 208

事
業
内
容

政策法務研修計画に基づく研修を実施し、職員の政策法務能力の向上を図る。また、行政リーガル・ドック事業を実施
し、事務が適切に執行されているかなどを見直す制度を構築し、予防的な観点で法令を活用する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

法律相談を受けた件数 100 件

決
算
額

事業費計 3,601,872 円

職員給与費 9,888,000 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 3,601,872

人
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 13,489,872 円

－82－



01

款 02

06 項 01

6-2 目 02

02 ― 01

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

総務費

政　策 公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 総務管理費

施　策 健全で効率的な行財政運営 人事管理費

事業名 職員研修事業
会計 一般会計 予算区分 経常

予
算
科
目

事
業
内
容

人材育成基本方針に基づき、総合計画の実現を担う職員を育成するため、研修制度の充実等により、それぞれの職務や成
長段階において適切な育成を推進し、職員のスキルアップを図る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

職員数 1,056 人

決
算
額

事業費計 16,650,659 円

主管課 人材育成課 主管課長 互井　謙治 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

全職員 自治基本条例に基づく役割を実践し、総合計画後期基本計画の実現
を担う職員を育成する。

件
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

派遣研修派遣職員数 62 人
基金繰入金 0

職員自主研修助成者数 45 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

集合研修実施件数 27

事務事業の総コスト 23,159,049 円

職員給与費 6,508,390 円

地方債 0

その他特定財源 271,934

一般財源 16,378,725

流山市の歴史について説明を受ける新規採用職員

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

－83－



01

款 02

06 項 01

6-2 目 07

01 ― 78

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 総務管理費

施　策 健全で効率的な行財政運営 財産管理費

事業名 ファシリティマネジメント推進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

事
業
内
容

ファシリティマネジメントを推進するにあたり、2つのPPP（Public Private Partnership：官民連携/Public Public
Partnership：自治体間連携）を活用し、公共施設保全計画システムのデータを基礎として、事業者提案制度・ESCO・
包括施設管理業務委託・有料広告等の各種FM施策を実施することにより、財務・品質・供給の適正化を図る。
また、学校以外の公共施設の改修等営繕に係る設計・現場監理を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

ファシリティマネジメント
施策の実施件数

35 件

決
算
額

事業費計 2,135,116 円

主管課 財産活用課 主管課長 石川　博一 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

流山市のファシリティ（保有・賃借する土地・建
物）全般

流山市の保有するファシリティを戦略的に活用することで自治体経
営に貢献させる。

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

改修等営繕に係る設計・監
督実施件数

38 件

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事務事業の総コスト 19,933,516 円

職員給与費 17,798,400 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 2,135,116

広告事業を活用し、事業者から無償で導入したおおたかの森市民窓口センターの広告付き番号発券機

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

公共施設等総合管理計画に基づく個別施設
計画7編を平成30年度に策定した。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

－84－



01

款 02

06 項 01

6-2 目 07

05 ― 02

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 総務管理費

施　策 健全で効率的な行財政運営 財産管理費

事業名 おおたかの森出張所維持管理事業
会計 一般会計 予算区分 経常

予
算
科
目

総務費

事
業
内
容

おおたかの森出張所の維持管理をする中で、地域住民に対し住民異動届、戸籍届出書の受理、各種諸証明の発行及び税収
納や国民健康保険、国民年金、福祉関係等、行政全般にわたる各種申請等の受付及び取次ぎ、共同発行（柏市・我孫子
市・流山市）やパスポート（旅券）の発行を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

住民票・戸籍謄抄本・印鑑
登録証明書等発行件数

64,687 件

決
算
額

事業費計 187,010,362 円

主管課 市民課 主管課長 鈴木　宏美 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

おおたかの森出張所を利用する市民 地域住民の身近な窓口施設として、市民の利便性及びサービスの維
持・向上を図る。

円
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

共同発行件数 816 件
基金繰入金 0

上記証明書の発行件数割合
おおたかの森出張所／市全体

30.30 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 11,134,325

税等収納額 387,021,921

事務事業の総コスト 211,025,502 円

職員給与費 24,015,140 円

地方債 0

パスポート申請受付件数 10,958 件
その他特定財源 119,708,371

一般財源 56,167,666

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

－85－



01

款 02

06 項 01

6-2 目 07

05 ― 55

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 総務管理費

施　策 健全で効率的な行財政運営 財産管理費

事業名 おおたかの森市民窓口センター整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

事
業
内
容

おおたかの森ホールへの移転、開所に伴った作業を行う。
利用者専用駐車場用地の借上げを行う。
利用者専用駐車場の整備及び管理運営を業務委託により行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

駐車場設置台数 22 台

決
算
額

事業費計 8,416,694 円

主管課 市民課 主管課長 鈴木　宏美 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

おおたかの森市民窓口センターを利用する市民 おおたかの森市民窓口センターを利用する市民の利便の向上を図
る。

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事務事業の総コスト 26,478,774 円

職員給与費 18,062,080 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 8,416,694

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

利用者専用駐車場の満車や周辺への違法駐
車の苦情等はない。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

－86－



01

款 02

06 項 01

6-3 目 08

02 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 総務管理費

施　策 地方分権・広域行政への取組 企画費

事業名 基本計画・実施計画進行管理事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

事
業
内
容

総合的かつ計画的な市政運営を行なうため､社会経済情勢の変化や国の制度改正等を踏まえ、計画の進行管理を行う。
現総合計画が令和元年度末で終了することから､次期総合計画の策定を進める。
計画策定に必要な基礎調査及び市民参加手続きを行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

市民意識調査回収率 58.20 ％

決
算
額

事業費計 11,630,412 円

主管課 企画政策課 主管課長 浅水　透 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市政経営 総合的かつ計画的な市政運営を行う。

人
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

中学生意見交換会参加者数 17 人
基金繰入金 0

無作為抽出型市民会議参加
者数

34 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事業者懇談会参加者数 15

事務事業の総コスト 31,406,412 円

審議会開催数 6 回 職員給与費 19,776,000 円

地方債 0

市民活動団体アンケート回
収率

24.90 ％
その他特定財源 0

一般財源 11,630,412

無作為抽出型市民会議の様子

有

平成29年度から3か年継続事業20,520,000円

平成30年度決算額10,908,000円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

－87－



01

款 02

03 項 01

3-6 目 08

03 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 総務管理費

施　策 国際社会への対応 企画費

事業名 平和施策事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

事
業
内
容

市内3か所で「平和ポスター展」を開催した。
市民ボランティアにより作成された千羽鶴を小学生による「平和大使」が広島に献納した。また、「平和大使」は広島平
和祈念式典参加等を通して平和について学んだ。
小学校を対象に「ユニセフ平和教室」を開催した。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

千羽鶴作成のボランティア
参加人数

351 人

決
算
額

事業費計 805,108 円

主管課 企画政策課 主管課長 浅水　透 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民 戦争の悲惨さや平和の尊さ・大切さを広める。

回
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

平和大使任命数 21 人
基金繰入金 0

市民から寄せられた折鶴数 249,000 羽

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

平和教室開催回数 2

事務事業の総コスト 3,441,908 円

職員給与費 2,636,800 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 805,108

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

市民の平和に対する関心を高めることに努
めている。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

平成３０年度平和大使

－88－



01

款 02

06 項 01

6-4 目 08

07 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事業名 男女共同参画社会づくり事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

主管課 企画政策課 主管課長 浅水　透 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民等、職員 男女が互いの人権を尊重しつつ、性別にかかわりなく、その個性と
能力を十分に発揮するようになる。

総務費

政　策 公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 総務管理費

施　策 男女共同参画社会づくり 企画費

「男は仕事女は家事育児」とい
う見方をする市民の割合

8.60 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

審議会等への女性の登用率 37.50

事
業
内
容

男女共同参画社会づくりを推進するため、流山市第3次男女共同参画プランに基づき基礎講座をはじめとした各種講座や
啓発事業を行うとともに次期プランの策定に向け、男女共同参画審議会を開催する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

男女が平等に扱われている
と思う市民の割合

35.80 ％

決
算
額

事業費計 3,239,356 円

女性の生き方相談での相談
件数

283 件 職員給与費 7,111,300 円

地方債 0

女性の生き方相談者数 84 人
その他特定財源 0

一般財源 3,239,356

％
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

家事参画を十分に行っていると
回答する男性の割合

22.60 ％
基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

「女性の生き方相談」の実施により、悩み
を抱える女性の不安解消や問題解決の支援
を行っている。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 10,350,656 円

ハラスメントに関する講座の様子

－89－



01

款 02

05 項 01

5-1 目 09

01 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 マーケティング課 主管課長 河尻　和佳子 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

首都圏の住民(将来の市民） 流山市を広く認知し、よい街のイメージを持ってもらう。また多く
の方に流山市を訪れてもらい、さらに移り住んでもらう。

政　策 ５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 総務管理費

施　策 商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化 マーケティング活動費

事業名 市のイメージ向上と企業・住民誘致の推進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

人口増加数 4,540 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

人口に占める30～40歳代
の割合

31.80

事
業
内
容

首都圏駅ＰＲ広告により、首都圏域に住むＤＥＷＫＳ層を中心に市の認知度、イメージの醸成を図る。また、シティセー
ルスイベント等の実施及びプロモーションを行うことにより、テレビ・新聞・インターネット等のメディアを通じて情報
発信を仕掛け、流山市の知名度とイメージ向上を図り、ひいては住民誘致・流山市ブランドの構築につなげる。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

イベント集客数 110,100 人

決
算
額

事業費計 23,867,616 円

職員給与費 26,297,240 円

地方債 0

その他特定財源 2,594,000

一般財源 21,273,616

％
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

イベントにおける市外来場
者比率

30.00 ％
基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 50,164,856 円

左上：森のナイトカフェ噴水ショー　　左下：首都圏駅PR広告　右：アイススケートmo-rink

－90－



01

款 02

05 項 01

5-1 目 09

01 ― 52

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 マーケティング課 主管課長 河尻　和佳子 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

全国のふるさと納税に興味のある人 流山市へふるさと納税による寄附をしていただくとともに、寄附を
通じて当市に興味を持っていただき流山のファンになっていただ
く。

政　策 ５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 総務管理費

施　策 商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化 マーケティング活動費

事業名 流山ファンづくり事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

総寄附件数
（返礼品あり）

370 件

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

市外からの寄附額 15,886,000

事
業
内
容

全国に展開する日本でトップクラスの百貨店と連携し、百貨店が全国の顧客宛てに発行しているふるさと納税の返礼品カ
タログに本市のページを設けPR活動を行うことで、本市へのふるさと納税寄附金額の増加と都市イメージの向上を図ると
ともに、寄附を通じて流山ファンづくりを推進する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

ふるさと納税寄附額
（返礼品あり）

17,963,000 円

決
算
額

事業費計 8,595,477 円

職員給与費 2,636,800 円

地方債 0

流山関連の返礼品 35 品
その他特定財源 0

一般財源 8,595,477

円
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

市外からの寄附件数 272 件
基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 11,232,277 円

ふるさと納税の返礼品一例

－91－



01

款 02

05 項 01

5-2 目 10

01 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 商工振興課 主管課長 渋谷　俊之 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

新規立地企業及び市内既存事業 市内への本社移転又は事業所の新設が行われるようになる。
積極的に市民を雇用するようになる。
環境配慮型の事業運営を推進するようになる。

政　策 ５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 総務管理費

施　策 工業の強化と新たな産業の創造 誘致推進費

事業名 企業立地促進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

企業立地優遇制度に基づく奨励
金交付件数

2 件

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

上記制度を利用した企業等にお
ける市民雇用人数

14

事
業
内
容

本市内に立地する企業又は事業拡張する既存の市内企業のうち、交付要件を満たしたものに対して、奨励金（企業立地促
進奨励金、雇用奨励金、環境配慮型施設設置助成金）を交付する。
立地を予定している企業等からの各種相談に対して、必要に応じて庁内の調整及び支援を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

企業立地優遇制度に該当する企
業等の新規立地件数

1 件

決
算
額

事業費計 12,273,340 円

職員給与費 3,955,200 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 12,273,340

人
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

企業が立地したことにより、将来にわたっ
て固定資産税、都市計画税、法人市民税等
の歳入が期待できる。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 16,228,540 円

新規立地企業の外観

－92－



01

款 02

02 項 01

2-4 目 13

06 ̶ 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

交差点安全対策状況

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 61,068,438 円

0

一般財源 53,372,438

ｍ
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

ゾーン３０整備済か所 4 か所
基金繰入金 0

無

区画線設置 3,099.80 ｍ

財
源
内
訳

国庫支出金 4,400,000

県支出金 0

区画線補修 17,515.07

事
業
内
容

市道の危険箇所における道路反射鏡、区画線、道路標識等の交通安全施設（交通安全施設等整備事業に関する緊急措置法
第２条第３項第２号ロに掲げる二種事業が中心）の設置及び補修工事の実施による安全な交通環境の維持、改善により交
通事故の防止を図る。

事
業
の
実
績
（
指
標
）

道路反射鏡設置数 7 基

決
算
額

事業費計 57,772,438 円

職員給与費 3,296,000 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

市道における交通安全施設の新設及び補修を要する
箇所

交通安全施設の整備により、交通環境の改善を行い、交通事故の防
止及び歩行者の安全を確保する。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 総務管理費

施　策 日常生活での安全性と快適性の確保 交通安全対策費

事業名 交通安全施設整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

主管課 道路管理課 主管課長 染谷　祐治 事業コード

－93－



01

款 02

02 項 01

2-6 目 15

03 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 コミュニティ課 主管課長 樋口　洋徳 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

自治会 自治会活動の拠点となる自治会館の建設費用の一部に対し補助等を
行い、自治会活動を推進する。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 総務管理費

施　策 市民の主体的連帯活動に支えられたコミュニティの推進 コミュニティ振興費

事業名 自治会館建設費補助事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

自治会館の新築、増築等に係る経費の一部を補助する。
自治会館建設等事業に要する資金の一部を無利子で貸付する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

自治会館建設補助申請件数 5 件

決
算
額

事業費計 90,000,000 円

職員給与費 1,318,400 円

地方債 0

その他特定財源 3,940,000

一般財源 86,060,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

自治会館は普段の活動に加え、防災、防犯
活動の拠点にもなり、地域コミュニティ醸
成の大きな原動力となっている。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 91,318,400 円

補助金を活用して建て替えられた宮園自治会館

－94－



01

款 02

02 項 01

2-6 目 15

04 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 コミュニティ課 主管課長 樋口　洋徳 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

コミュニティホームを利用する市民等 コミュニティホームを利用する市民等が良好な活動をすることがで
きる。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 総務管理費

施　策 市民の主体的連帯活動に支えられたコミュニティの推進 コミュニティ振興費

事業名 コミュニティホーム改修事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

老朽化したコミュニティホームの建替えや補修を行い、地域住民の活動拠点としてのコミュニティホームの機能を維持す
る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

修繕回数 5 回

決
算
額

事業費計 56,678,940 円

職員給与費 1,318,400 円

地方債 39,700,000

その他特定財源 0

一般財源 16,978,940

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

修繕することにより、利用者の安心・安全
につながっている。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 57,997,340 円

建て替えられた第２コミュニティホーム

－95－



01

款 02

06 項 01

6-1 目 15

06 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 コミュニティ課 主管課長 樋口　洋徳 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

NPO法人・市民活動団体 公益的な事業を行うNPO法人や市民活動団体の活動を支援し、積
極的な活動ができるようにする。

政　策 公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 総務管理費

施　策 市民参加の地域社会づくり コミュニティ振興費

事業名 ＮＰＯ活動推進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

市民活動推進センター登録
団体数

180 団体

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

市民活動団体公益事業補助
金交付事業数

5

事
業
内
容

「協働のまちづくりの実現」のため
・NPO法人や市民活動団体の支援拠点である市民活動推進センターの運営をする（業務委託）。
・NPO法人や市民活動団体が行う自発的な公益的事業に要する費用の一部に対し補助金を交付する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

市民活動推進センター施設
利用者数

26,681 人

決
算
額

事業費計 13,414,495 円

職員給与費 5,273,600 円

地方債 0

その他特定財源 594,985

一般財源 12,819,510

事業
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

各市民団体の活動により世代を超えた交流
が促進されている。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 18,688,095 円

市民活動団体公益事業補助金報告会の様子

－96－



01

款 02

02 項 01

2-4 目 16

01 ― 56

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 コミュニティ課 主管課長 樋口　洋徳 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民 地域における自主防犯意識を醸成し、自主防犯活動を活性化するこ
とにより安心・安全に暮らせるまちづくりをする。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 総務管理費

施　策 日常生活での安全性と快適性の確保 防犯対策費

事業名 安心安全支援事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

市民安全パトロール隊員数 44 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 4,250,000

自主防犯パトロール隊組織
数

71

事
業
内
容

自主防犯パトロール隊への支援を行う。
市民安全パトロール隊への支援を行う。
安心メールの配信を行う。
防犯カメラの設置及び維持管理を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

刑法犯認知件数 1,164 件

決
算
額

事業費計 16,281,923 円

職員給与費 6,592,000 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 12,031,923

団体
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

安心メール登録件数 89,575 件
基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

自主防犯パトロール活動は、地域防犯力を
推進するだけでなく、地域コミュニティへ
の参加の機会にもなっている。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 22,873,923 円

地域をパトロールする自主防犯パトロール隊の皆さん

－97－



01

款 02

02 項 01

2-4 目 16

01 ― 57

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 コミュニティ課 主管課長 樋口　洋徳 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民 夜間における通行者の安全を確保し、路上等犯罪を減らし、安心し
て暮らせるまちづくりを推進する。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 総務管理費

施　策 日常生活での安全性と快適性の確保 防犯対策費

事業名 ＬＥＤ防犯灯一括整備・管理事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

管理防犯灯数 17,030 灯

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

民間の省エネルギー化（ESCO）事業を活用し、自治会所有の蛍光灯防犯灯をLEDに一斉交換後、市へ移管してもらい、
平成28年度から令和7年度までの10年間の維持管理を行うとともにLED防犯灯の新規設置等を行っていく。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

新規設置防犯灯数 345 灯

決
算
額

事業費計 33,151,680 円

職員給与費 6,592,000 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 33,151,680

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

防犯灯の設置や不点灯等の維持管理につい
て自治会に関わっていただくことにより、
地域の防犯意識の醸成にもつながる。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 39,743,680 円

省電力・長寿命のLED防犯灯

－98－



01

款 02

06 項 01

6-2 目 17

01 ― 52

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 総務課 主管課長 菊池　義博 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

ＴＸ沿線５地区の土地区画整理地域内の住民 土地区画整理事業の換地処分に併せ、字の区域及び名称の変更を行
うことで、行政区域の整備を図り、地域内の住民の利便性の向上に
資する。

政　策 公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 総務管理費

施　策 健全で効率的な行財政運営 行政区域制度審議会費

事業名 ＴＸ沿線整備地区の字の区域の名称変更事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

市議会への議案提出 0 回

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

令和元年度に換地処分が行われる新市街地地区及び西平井・鰭ケ崎地区の字の区域及び名称の変更を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

行政区域制度審議会開催回
数

0 回

決
算
額

事業費計 35,800,920 円

職員給与費 7,186,400 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 35,800,920

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

有

平成３０年度から２か年継続事業66,637,000円

平成３０年度決算額35,050,320円

翌年度への逓次繰越額680円指標で表すこ
とができない
定性的な成果

新市街地地区及び西平井・鰭ケ崎地区の字
の区域及び名称の変更に向けて、変更関係
業務の委託契約を締結したほか、庁内各課
及びＵＲ、流山警察署、郵便局その他の関
係機関との連絡調整を行った。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 42,987,320 円

－99－



01

款 02

06 項 02

6-2 目 02

02 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 税制課 主管課長 糸井　正人 事業コード

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

市税等の現年度分滞納者 納付催告を実施し完納に導くことにより、収納率の向上と収納額の
増加及び滞納繰越額の圧縮を図る。

政　策 公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 徴税費

施　策 健全で効率的な行財政運営 賦課徴収費

事業名 市税等納付コールセンター事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

13,155,565

対前年度比較 0.08 ポイント

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

市役所第５庁舎２階に、民間委託による「市税等納付コールセンター」を設置し、市税等の現年度滞納者に対して電話等
による催告業務を行う。
対象の税目及び保険料は、市県民税、法人市民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、国民健康保険料、介護保険
料、後期高齢者医療保険料である。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

現年課税徴収率 99.32 ％

決
算
額

事業費計 4,788,565 円

職員給与費 8,367,000 円

地方債 0

円

0

一般財源 4,788,565

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト

－100－



01

款 03

01 項 01

4-7 目 01

05 ― 52

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

イ　民　　生

事業名 生活困窮者自立支援事業
会計

主管課 社会福祉課 主管課長 石戸　敏久 事業コード

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 社会福祉費

施　策 誰もが安心して利用できる社会サービス体制づくり 社会福祉総務費

一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

事
業
の
実
績
（

指
標
）

新規相談受付者数 185 人

決
算
額

事業費計

支援決定・確認者数 68 人
分担金・負担金

事
業
目
的

対象 意図

市内在住の生活困窮者（生活保護受給者は含まな
い）

生活困窮者が生活保護に至る前に第２のセーフティネットとし、包
括的に自立支援することで、生活保護に至らないようにする。

事
業
内
容

自立支援相談業務では、生活困窮者が抱える複合的な課題を受け止め、その者の置かれている状況や本人の意思を確認し
た上で、支援計画を策定し支援を行う。
就労準備支援事業では、引きこもりなど一般的な就労が難しい生活困窮者が就職活動を行うために必要となる支援を行
う。

0

使用料・手数料 0

住居確保給付金支給件数 7 件
基金繰入金 0

地方債 0

33,432,376 円

新規相談申込者数 104 人

財
源
内
訳

国庫支出金 23,323,417

県支出金 0

事務事業の総コスト 34,223,416 円

職員給与費 791,040 円

その他特定財源 0

一般財源 10,108,959

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

－101－



01

款 03

04 項 01

4-5 目 01

12 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 社会福祉費

施　策 地域で支える福祉のまちづくり 社会福祉総務費

主管課 社会福祉課 主管課長 石戸　敏久 事業コード

事業名 地域支え合い活動推進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

政　策

事
業
の
実
績
（

指
標
）

名簿登載者数 9,642 人

決
算
額

事業費計

名簿提供関係機関数 9 団体
分担金・負担金

事
業
目
的

対象 意図

・75歳以上のみの世帯の方
・一定以上障害等級要介護認定を持つ方
・登録を希望する方

日常的な見守り活動や災害時の避難支援活動等に関わる自治会等に
対して対象者名簿を提供し孤立死の防止や災害時要援護者避難支援
の推進を図るもの。

事
業
内
容

流山市地域支え合い活動推進条例に基づき、自治会等の協力と理解を得ながら、対象者の名簿の提供及び支え合い事業の
推進を図る。

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

6,274,255 円

名簿提供自治会数 111 団体

財
源
内
訳

国庫支出金 2,400,000

県支出金 0

事務事業の総コスト 8,251,855 円

職員給与費 1,977,600 円

その他特定財源 0

一般財源 3,874,255

高齢者だけでなく、地域・子供の安全も（北自治会）

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

－102－



01

款 03

04 項 01

4-3 目 01

13 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 社会福祉費

施　策 誰もが安心して暮らすことのできる生活支援づくり 社会福祉総務費

主管課 社会福祉課 主管課長 石戸　敏久 事業コード

事業名 健康福祉基金積立事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

政　策

積立金取り崩し活用額 225,245 千円

財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
の
実
績
（

指
標
）

基金積立額 195,735 千円

決
算
額

事業費計

ふるさと納税寄附件数
ふるさと納税寄附額

1,087
38,173

件
千円

分担金・負担金

事
業
目
的

対象 意図

保健医療施設の整備等、市民の健康増進、福祉増進
に関する事業

市民の健康と福祉の増進を図るために行う事業に必要な経費の財源
に充てる。

事
業
内
容

市の積立、基金への積立が指定された寄付金、基金の運用から生じる収益を基金として積立てる。

0

事務事業の総コスト 196,262,360 円

基金積立残額（年度末） 235,087 千円

使用料・手数料 0

0

県支出金 0

195,735,000 円

円

157,025,062

職員給与費 527,360

地方債 0

利子額 99,335 円
その他特定財源 38,709,938

一般財源

一般寄附件数
一般寄附額

7
438

件
千円

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

－103－



01

款 03

04 項 01

4-2 目 02

01 ― 65

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事業名 障害者グループホーム等施設整備費補助事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

政　策

事
業
目
的

対象 意図

障害者 障害者福祉施設整備事業に要する経費の一部に対し、助成すること
で、障害者の福祉の向上と増進を図る。

事
業
内
容

消防法の改正により、障害者グループホームにスプリンクラーを設置し、費用の一部を補助する。
また、親亡き後、障害者が地域で安心して暮らせる場としての共同生活援助施設の整備を行う。

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 社会福祉費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 心身障害者福祉費

主管課 障害者支援課 主管課長 小西　和典 事業コード

134,000,000 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0事
業
の
実
績
（

指
標
）

補助対象知的障害者グルー
プホーム数

1 施設

決
算
額

事業費計

分担金・負担金

職員給与費 65,920 円

その他特定財源 0

一般財源 0

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 134,000,000

地方債 0

無

前年度からの明許繰越額134,000,000円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 134,065,920 円

左：開所するグループホーム　　右：重度障害者用浴室

－104－



01

款 03

04 項 01

4-2 目 02

03 ― 03

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 社会福祉費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 心身障害者福祉費

事業名 障害者自立支援給付事業
会計 一般会計 予算区分 経常

予
算
科
目

民生費

事
業
内
容

障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス（介護給付、訓練等給付、補装具、更生医療等）を給付することで、障害
児・者が地域の中で自立した生活ができるよう支援するもの。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

障害福祉サービス利用延人
数

15,047 人

決
算
額

事業費計 1,877,170,531 円

主管課 障害者支援課 主管課長 小西　和典 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民（障害者） 障害者総合支援法に則った障害福祉サービスを給付することで障害
者及びその家族の福祉の向上を目指す。

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

更生医療給付延人数 1,835 人

財
源
内
訳

国庫支出金 915,853,841

県支出金 463,369,913

事務事業の総コスト 1,912,275,831 円

職員給与費 35,105,300 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 497,946,777

生活介護事業所「そにあ」のプログラムの様子

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

－105－



01

款 03

04 項 01

4-2 目 02

03 ― 54

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 障害者支援課 主管課長 小西　和典 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

障害者（児）及びその保護者 市の特性を生かした障害福祉サービスを提供し、地域の中でより障
害者が自立した生活が営めるようにする。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 社会福祉費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 心身障害者福祉費

事業名 障害者地域生活支援事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

日常生活用具給付者数 2,947 人

財
源
内
訳

国庫支出金 33,064,131

県支出金 16,511,153

事
業
内
容

障害者が地域の中で自立した生活や社会参加ができるよう主に次の事業を実施する。①移動支援（障害者の社会参加のた
めの移動を支援）②日中一時支援（保護者の就労等の理由により障害者を日中預ける支援）③地域活動支援センター(創作
的活動や作業等の日中活動を行う)④相談支援（福祉サービス等色々な相談ができる窓口）⑤意思疎通支援（手話通訳・要
約筆記による支援）⑥日常生活用具給付等事業（ストマ等の給付）等。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

相談支援を利用している障
害者の人数等

2,190 人

決
算
額

事業費計 129,150,342 円

職員給与費 23,764,550 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 0

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 79,575,058

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 152,914,892 円

流山市手話言語の普及の促進に関する条例を制定

－106－



01

款 03

04 項 01

4-2 目 03

02 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 社会福祉費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 老人福祉費

事業名 高齢者ふれあいの家支援事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

事
業
内
容

民家等を利用して、閉じこもりがちな高齢者が他の高齢者や子供たちとのふれあいができる場所を提供する個人・団体等
を支援する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

年間開催総数 5,475 回

決
算
額

事業費計 4,835,608 円

主管課 高齢者支援課 主管課長 石井　由美子 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

おおむね６５歳以上の家に閉じこもりがちな市民 心身ともに健やかな生活が送れるようにする。

人
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

市内設置場所 22 か所

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

年間利用者総数 72,218

事務事業の総コスト 4,967,448 円

職員給与費 131,840 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 4,835,608

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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01

款 03

04 項 01

4-2 目 03

02 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 社会福祉費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 老人福祉費

主管課 高齢者支援課 主管課長 石井　由美子 事業コード

事業名 高齢者等市内移動支援バス事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

政　策

事
業
の
実
績
（

指
標
）

協力民間事業者数 5 団体

決
算
額

事業費計

利用者数 4,429 人
分担金・負担金

事
業
目
的

対象 意図

６５歳以上の交通弱者 高齢者の移動手段を拡充することで高齢者の積極的な社会参加を促
進する。

事
業
内
容

市内の事業所等の協力のもと送迎バスの空席を活用し高齢者の活動範囲の拡大を支援する。
高齢者の積極的な社会参加を促進するとともに、高齢者の交通事故の抑制及びCO2排出量削減を図る。このため、利用者
の搭乗中の傷害保険料を負担するもの。

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

777,031 円

新規利用登録者数 231 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事務事業の総コスト 974,791 円

職員給与費 197,760 円

その他特定財源 0

一般財源 777,031

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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01

款 03

04 項 01

4-2 目 03

02 ― 54

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 社会福祉費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 老人福祉費

主管課 高齢者支援課 主管課長 石井　由美子 事業コード

事業名 敬老バス支援事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

政　策

事
業
の
実
績
（

指
標
）

利用回数 199 回

決
算
額

事業費計

分担金・負担金

事
業
目
的

対象 意図

市内在住の６５歳以上の方が２０人以上で組織した
団体

高齢者の交流の場を広げ、健康で生きがいのある生活を送れるよう
になる。

事
業
内
容

高齢者団体の視察研修やレクリエーション実施等のためのバスを貸し出すもの。

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

10,734,837 円

利用人数 6,223 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事務事業の総コスト 15,349,237 円

職員給与費 4,614,400 円

その他特定財源 0

一般財源 10,734,837

高齢者団体用貸出バス

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

－109－



01

款 03

04 項 01

4-6 目 03

03 ― 55

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 社会福祉費

施　策 バリアフリーのまちづくり 老人福祉費

主管課 高齢者支援課 主管課長 石井　由美子 事業コード

事業名 ひとり暮らし高齢者緊急通報装置給付事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

政　策

事
業
の
実
績
（

指
標
）

緊急通報装置設置台数 12 台

決
算
額

事業費計

緊急通報装置延設置台数 239 台
分担金・負担金

事
業
目
的

対象 意図

発作を生じる持病のあるひとり暮らしの６５歳以上
の市民

健康上に不安のある高齢者が自宅で安心して暮らせるようにする。

事
業
内
容

健康上に不安のあるひとり暮らしの高齢者に対し、緊急時に消防本部と連絡が取れる緊急通報装置を自宅に設置する。

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

899,804 円

緊急通報装置利用件数 21 件

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事務事業の総コスト 1,888,604 円

職員給与費 988,800 円

その他特定財源 0

一般財源 899,804

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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01

款 03

04 項 01

4-5 目 04

01 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 社会福祉費

施　策 地域で支える福祉のまちづくり 福祉会館費

事業名 福祉会館整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

事
業
内
容

全１５館の福祉会館のうち、経年劣化の著しい福祉会館を年次計画に基づいて改修する。
施設満足度調査における意見を集計し、要望の多い事項から順次施設を改修する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

突発的な整備件数 2 件

決
算
額

事業費計 103,106,280 円

主管課 社会福祉課 主管課長 石戸　敏久 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

福祉会館利用者 福祉会館を地域福祉活動の拠点として、満足して使用してもらう。

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事務事業の総コスト 105,141,980 円

職員給与費 2,035,700 円

地方債 44,600,000

その他特定財源 0

一般財源 58,506,280

南流山空調設備改修工事

無

翌年度への明許繰越額102,902,000円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定
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01

款 03

04 項 01

4-2 目 10

01 ― 03

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 社会福祉費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 後期高齢者医療費

事業名 後期高齢者人間ドック・脳ドック助成事業
会計 一般会計 予算区分 経常

予
算
科
目

民生費

事
業
内
容

後期高齢者医療制度被保険者が指定医療機関において人間ドック及び脳ドックを受診する場合に、検査費用のうち人間
ドック及び脳ドックは25,000円、人間ドックに頭部ＭＲＩ・頭部ＭＲＡを追加して受診する場合は30,000円を助成す
る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

人間ドック利用助成請求額 13,700,000 円

決
算
額

事業費計 22,089,300 円

主管課 保険年金課 主管課長 今野　忠光 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

75歳以上の高齢者及び65歳以上の障害認定者 被保険者の費用負担の軽減、健康管理及び疾病の早期発見のため、
人間ドック等の検査費用の助成を実施するもの。

円
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

脳ドック利用助成件数 187 件
基金繰入金 0

人間ドック利用助成件数 548 件

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

脳ドック利用助成請求額 4,675,000

事務事業の総コスト 23,715,960 円

人間ドック（ＭＲＩ・ＭＲ
Ａ）利用助成件数

123 件 職員給与費 1,626,660 円

地方債 0

人間ドック（ＭＲＩ・ＭＲ
Ａ）利用助成請求額

3,690,000 円
その他特定財源 20,146,337

一般財源 1,942,963

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

被保険者の健康の保持増進が図られ、医療
費の適正化が期待できる。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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01

款 03

04 項 02

4-1 目 01

05 ― 01

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 児童福祉総務費

事業名 私立保育所等運営補助事業
会計 一般会計 予算区分 経常

予
算
科
目

民生費

事
業
内
容

私立保育所における保育士等の雇用条件の改善や障害児保育の実施など、公立保育所との運営上の均衡を図るため、財政
支援を行っている。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

市内認可私立保育所等数 59 か所

決
算
額

事業費計 1,282,851,548 円

主管課 保育課 主管課長 村山　智章 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市内の私立保育所（認可）運営事業者、保育士及び
保育所の利用者

保育サービス事業を推進するために掛かる経費の一部を助成し、保
育サービスの拡大及び質の確保を図る。

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

財
源
内
訳

国庫支出金 60,400,000

県支出金 202,044,000

事務事業の総コスト 1,293,627,048 円

職員給与費 10,775,500 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 1,020,407,548

運営補助を行っている保育所の一例

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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01

款 03

04 項 02

4-1 目 01

05 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 児童福祉総務費

事業名 私立保育所整備補助事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

事
業
内
容

社会福祉法人等が整備する保育所に対し、建設費の一部を補助する事業である。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

待機児童数 29 人

決
算
額

事業費計 887,517,700 円

主管課 子ども家庭課 主管課長 熊井　彰 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

保育所に子どもを預けたい(預けている)保護者 保育所入所待機児童を解消するとともに、安心して子どもを保育所
に預けられるようにする。

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

私立保育所園児の定員増数 424 人

財
源
内
訳

国庫支出金 365,435,000

県支出金 46,148,000

事務事業の総コスト 895,428,100 円

職員給与費 7,910,400 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 475,934,700

認可保育所チャレンジキッズ・おおたかの森園本園

無

翌年度への明許繰越額239,026,000円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

－114－



01

款 03

04 項 02

4-1 目 01

05 ― 52

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事業名 送迎保育ステーション事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

主管課 保育課 主管課長 村山　智章 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市内保育所に入所を希望している児童と保護者 バスで児童を送迎することで市内全域の保育所を有効活用し、待機
児童の解消を図るとともに、保護者の就労等を支援する。

民生費

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 児童福祉総務費

延べ利用数 49,291 人

財
源
内
訳

国庫支出金 23,210,000

県支出金 0

事
業
内
容

おおたかの森駅前及び南流山駅前に送迎保育ステーションを設置し、バスで市内全域の保育所へ児童を送迎する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

待機児童数 29 人

決
算
額

事業費計 82,948,170 円

職員給与費 1,236,200 円

地方債 0

その他特定財源 3,114,300

一般財源 56,623,870

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 84,184,370 円

送迎保育ステーションを利用する子ども達の様子

－115－



01

款 03

04 項 02

4-1 目 01

05 ― 54

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 子ども家庭課 主管課長 熊井　彰 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

保育所に子どもを預けたい(預けている)保護者 保育所入所待機児童を解消するとともに、安心して子どもを保育所
に預けられるようにする。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 児童福祉総務費

事業名 小規模保育事業所整備補助事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

小規模保育事業所園児の定
員増数

38 人

財
源
内
訳

国庫支出金 56,646,000

県支出金 0

事
業
内
容

社会福祉法人等が整備する小規模保育事業所（定員１９人以下）に対し、建設費の一部を補助する事業である。平成３０
年度には、おおたかの森地区に定員１９名の「アルタベビーセントラルおおたかの森園」を整備し、東部地区に定員１９
名の「MIRATZ流山向小金園」の整備を図った。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

待機児童数 29 人

決
算
額

事業費計 63,726,000 円

職員給与費 2,636,800 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 7,080,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 66,362,800 円

小規模保育事業所アルタベビーセントラルおおたかの森園
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01

款 03

04 項 02

4-1 目 01

08 ― 55

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 保育課 主管課長 村山　智章 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

保育士養成施設に在学し、市内私立保育所に保育士
として就労希望の者

市内の私立保育所における人材の確保を図る。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 児童福祉総務費

事業名 保育士修学資金貸付事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

保育士修学資金貸付金として、毎月３万円（年間３６万円）を無利息にて最大２年間、貸付し、応募は一般及び市が指定
した学校からとした。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

貸付決定者 5 人

決
算
額

事業費計 1,800,000 円

職員給与費 239,100 円

地方債 0

その他特定財源 626,000

一般財源 1,174,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 2,039,100 円

保育所での保育の様子
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01

款 03

04 項 02

4-1 目 01

09 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

民生費

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 児童福祉総務費

事業名 ファミリーサポートセンター支援事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

事
業
内
容

育児の援助が必要な人（利用会員）と育児の援助ができる人（提供会員）との育児援助活動を円滑に実施するための連
絡、調整を行う。
当該事業の利用を促進するため利用料の助成を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

延べ利用回数 6,915 回

決
算
額

事業費計 16,461,756 円

主管課 子ども家庭課 主管課長 熊井　彰 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

生後6か月から小学6年生までの子どもの育児の援助
が必要な方と育児の手助けをしたい方

育児援助のための環境整備を通じて安定した生活の確保と利用者の
経済的負担の軽減を図る。

人
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

利用会員の人数 1,206 人

財
源
内
訳

国庫支出金 4,033,000

県支出金 4,033,000

提供会員の人数 418

事務事業の総コスト 17,780,156 円

職員給与費 1,318,400 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 8,395,756

ファミリーサポートセンター外観

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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01

款 03

04 項 02

4-7 目 01

13 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事業名 子どもをみんなで育む計画推進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

主管課 子ども家庭課 主管課長 熊井　彰 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市内在住の子育てをしている保護者及びその子ども 子どもを安心して産み、みんなで子育てできる環境を整える。

民生費

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 誰もが安心して利用できる社会サービス体制づくり 児童福祉総務費

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

子ども・子育て支援法に基づく新たな子どもに関する施策を計画的に推進し基本となる子ども・子育て支援事業計画（子
どもをみんなで育む計画～流山市子ども・子育て支援総合計画～）を策定し、次代を担う子どもが健やかに生まれ成長で
きるよう、子どもに関する施策及び事業を計画的に推進する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

子ども・子育て会議開催回
数

7 回

決
算
額

事業費計 3,264,118 円

職員給与費 1,977,600 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 3,264,118

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

平成３０年度は、第２期子どもをみんなで
育む計画を策定するにあたり、子ども・子
育て支援事業のニーズの把握のためニーズ
調査を行った。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 5,241,718 円

子ども・子育て会議の様子
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01

款 03

04 項 02

4-2 目 01

14 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 保育課 主管課長 村山　智章 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

国基準の待機児童の保護者 認可外保育所と認可保育所との保育料の格差を解消する。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 児童福祉総務費

事業名 認可外保育施設等保育料助成事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

国基準により保育所入所が困難な待機児童が、やむを得ず認可外保育園等に通所する場合、認可保育所との保育料の格差
を解消するため、保育料の助成を毎月５万円を限度（年間６０万円）に行い、保護者の負担軽減を図る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

交付決定者 71 人

決
算
額

事業費計 6,899,600 円

職員給与費 659,200 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 6,899,600

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 7,558,800 円

認可外保育施設の一例

－120－



01

款 03

04 項 02

4-2 目 02

03 ― 01

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事業名 障害児通所支援事業
会計 一般会計 予算区分 経常

予
算
科
目

民生費

政　策

事
業
目
的

対象 意図

障害児及びその保護者 障害児が身近な地域で療育を受けることで障害児とその保護者の福
祉の向上を目指す。

事
業
内
容

障害児通所支援事業は、児童発達支援（日常生活における基本動作の指導、集団生活への適応訓練等）、放課後等デイ
サービス（就学児を放課後や夏休み等の長期休暇中預かり訓練等を提供する。）などの事業を実施する施設に対し給付費
を支給する。

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 児童措置費

主管課 障害者支援課 主管課長 小西　和典 事業コード

649,498,274 円

財
源
内
訳

国庫支出金 327,994,136

県支出金 159,511,704事
業
の
実
績
（

指
標
）

障害児通所支援事業所利用
者

5,837 人

決
算
額

事業費計

分担金・負担金

職員給与費 13,275,320 円

その他特定財源 0

一般財源 161,992,434

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 662,773,594 円

放課後等デイサービス「はないろ」の活動の様子
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01

款 03

04 項 02

4-2 目 05

02 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 保育課 主管課長 村山　智章 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

公立保育所の維持管理 保育所の建物の老朽化により、持続し維持するため改修を行う。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 保育所費

事業名 保育所改修事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

入所児童の安全安心はもとより、災害時における避難場所としての機能を確保する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

施設改修等の保育所数 2 か所

決
算
額

事業費計 21,988,800 円

地方債 17,100,000

その他特定財源 0

一般財源 4,888,800

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

事務事業の総コスト 22,648,000 円

職員給与費 659,200 円

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

公立保育所５か所の全ての屋上防水及び外
壁塗装改修工事が終了した。
（平成３０年度は東深井保育所の外壁等改
修及び平和台保育所のブロック塀等改修） 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

外壁の改修工事を行った東深井保育所
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01

款 03

04 項 02

4-1 目 05

02 ― 58

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事業名 乳幼児健康支援一時預かり事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

主管課 保育課 主管課長 村山　智章 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

保育所（園）に入所している病気回復期の児童と保
護者

保育所（園）へ通所できない病気回復期の児童を保育することによ
り、保護者の就労等を支援する。

民生費

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 保育所費

財
源
内
訳

国庫支出金 8,095,000

県支出金 7,658,000

事
業
内
容

児童が病気の回復期に至らない場合であり、かつ症状の急変が認められない場合、又は、児童が病気の回復期にあり集団
保育が困難で安静を必要とする場合に、市内３か所の私立保育園で預かり、保護者の就労を支援する事業である。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

延べ利用者数 369 人

決
算
額

事業費計 24,278,700 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 8,525,700

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

事務事業の総コスト 24,937,900 円

職員給与費 659,200 円

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

保育所へ通所できない病気回復期の児童を預かる施設の一例

－123－



01

款 03

04 項 02

4-1 目 06

03 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事業名 学童クラブ施設整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

主管課 教育総務課 主管課長 根本　政廣 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校就学
児童

放課後に適切な遊び及び生活の場として学童クラブ施設を整備し、
児童の健全な育成を図る。

民生費

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 都市児童健全育成費

整備後の定員数 2,220 人

財
源
内
訳

国庫支出金 302,712,000

県支出金 75,323,000

延べ利用人数 20,095

事
業
内
容

学童保育の需要に対応した学童クラブ施設を整備する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

整備後の学童クラブ施設数 30 施設

決
算
額

事業費計 664,955,793 円

職員給与費 7,844,480 円

地方債 215,500,000

その他特定財源 0

一般財源 62,720,793

人
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 8,700,000

無

翌年度への明許繰越額110,000,000円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

西初石(定員120名）、八木北（定員120
名）、流山北（定員35名）、おおたかの
森（定員400名）小学校区に新たな施設を
整備。鰭ケ崎（定員80名)、東(定員80名)
小学校区に学童クラブを平成30年度から2
か年で整備。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 672,800,273 円

おおたかの森小学校区学童クラブ、西初石小学校区第２西初石子どもルーム
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01

款 03

04 項 02

4-1 目 06

03 ― 63

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 教育総務課 主管課長 根本　政廣 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校就学
児童

放課後に適切な遊び及び生活の場を与え、児童の健全な育成を図
る。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 児童福祉費

施　策 安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 都市児童健全育成費

事業名 民設学童クラブ運営委託事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

延べ利用人数 253 人

財
源
内
訳

国庫支出金 1,982,000

県支出金 1,982,000

事
業
内
容

流山市では、１６小学校区全てに学童クラブを設置し、指定管理者が管理運営（公設民営型）を行っているが、児童数と
学童クラブの需要が増加している小学校区において、社会福祉法人等に学童クラブ（放課後児童健全育成事業）の運営を
委託（民設民営型）するもの。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

定員数 80 人

決
算
額

事業費計 9,000,000 円

職員給与費 3,168,630 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 5,036,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

民設学童クラブと委託契約を結ぶことによ
り、小山小学校区の公設学童クラブの待機
児童の解消が図られた。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 12,168,630 円

えどがわ学童クラブ
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01

款 03

01 項 02

4-2 目 07

02 ― 54

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 児童発達支援センター 主管課長 長谷川　聖二 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

0歳から18歳未満の児童とその保護者 心身の成長や発達に心配のある乳幼児及び児童に対し、専門的かつ
総合的支援な相談が行える相談室を開設し、障害児の早期発見、早
期療育に努める。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 児童福祉費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり つばさ学園費

事業名 つばさ学園療育相談事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

民生費

面接・支援訓練件数 968 件

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 4,761,320

障害児相談件数 407

事
業
内
容

相談、面接、診察、検査などを行い、乳幼児及び児童に対する総合的な相談を通して、効果的な療育支援を行い、社会的
な自立と地域生活に向けて支援する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

相談、診察件数 715 件

決
算
額

事業費計 12,238,356 円

職員給与費 44,833,800 円

地方債 0

その他特定財源 7,477,036

一般財源 0

件
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

保育所等訪問支援件数 21 件
基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 57,072,156 円

児童発達支援センター
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款 03

04 項 03

4-3 目 02

01 ― 01

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

生活保護世帯 生活に困窮する市民（市内滞在者）に生活保護費を支給し、国の定
める最低限度の生活を保障するとともに、世帯の自立を図る。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実）

その他特定財源

主管課 社会福祉課 主管課長 石戸　敏久 事業コード

生活保護費

施　策 誰もが安心して暮らすことのできる生活支援づくり 扶助費

事業名 生活保護法等に基づく扶助事業
会計 一般会計 予算区分 経常

予
算
科
目

民生費

事
業
目
的

対象 意図

事務事業の総コスト 3,011,845,355 円

財
源
内
訳

国庫支出金 2,101,136,000

県支出金 33,726,747

事
業
内
容

生活保護法に基づき、困窮の程度に応じて必要な扶助費を支給し、国の保障する最低限度の生活を保障するとともに、世
帯の自立に向けた必要な支援（就労支援等）や指導を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

生活保護世帯数 1,247 世帯

決
算
額

事業費計 2,906,373,355 円

職員給与費 105,472,000 円

地方債 0

基金繰入金 0

43,766,254

一般財源 727,744,354

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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款 04

04 項 01

4-4 目 01

03 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 保健衛生費

施　策 健康で明るい暮らしづくり 保健衛生総務費

主管課 健康増進課 主管課長 伊原　理香 事業コード

ウ　衛　　生

事業名 妊娠・出産・子育てサポート事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

衛生費

政　策

事
業
の
実
績
（

指
標
）

妊婦面接率 46.66 ％

決
算
額

事業費計

産後ケア利用者のうち妊婦
面接者の割合

88.89 ％
分担金・負担金

事
業
目
的

対象 意図

妊産婦とその子ども（家族） 母子保健法の改正に伴い、子ども・子育て支援交付金を利用し、利
用者支援事業（母子保健型）を構築し、妊娠期からの切れ目のない
支援を実施するもの。

事
業
内
容

母子健康手帳交付時に妊婦全件面接または訪問により状況把握を行い、支援計画に基づいた早期支援を実施していく。支
援の実施にあたっては、関係機関との連絡調整及び継続的なモニタリングを行い、利用者支援事業（母子保健型）保健師
等による妊産婦及びその家族等への支援を実施するものである。また、支援メニューのひとつとして、産後ケア事業を実
施する。

0

使用料・手数料 0

産前の申込みのうち妊婦面
接を行ったものの割合

55.56 ％
基金繰入金 0

地方債 0

13,665,257 円

妊婦フォロー率 19.00 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 5,948,050

県支出金 2,329,000

事務事業の総コスト 36,664,760 円

職員給与費 22,999,503 円

その他特定財源 0

一般財源 5,388,207

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

要支援者に対して、妊娠期から関わること
で切れ目なく継続した支援を行うことがで
きている。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

保健師等による産前産後面接

－128－



01

款 04

04 項 01

4-4 目 01

04 ― 01

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 保健衛生費

施　策 健康で明るい暮らしづくり 保健衛生総務費

事業名 母子健康診査事業
会計 一般会計 予算区分 経常

予
算
科
目

衛生費

事
業
内
容

１．集団健康診査（１歳６か月児健康診査・３歳児健康診査）
２．医療機関委託健康診査（妊婦一般健康診査・乳児一般健康診査、３か月児健康診査）を通して、妊娠、出産、育児と
いう一連の流れの中で、母子保健の推進向上を図る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

１歳６か月児、３歳児健診
受診率

97.20 ％

決
算
額

事業費計 269,634,160 円

主管課 健康増進課 主管課長 伊原　理香 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民（妊婦・乳幼児とその保護者） 子どもを安心して産み、健やかに育てることができる。

％
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

乳児一般健康診査受診率 89.70 ％
基金繰入金 0

３か月児健診受診率 96.10 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

妊婦一般健康診査受診率 104.00

事務事業の総コスト 293,732,476 円

職員給与費 24,098,316 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 269,634,160

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

健診後のフォローを随時、保健師・栄養
士・歯科衛生士等、各専門職が連携し家庭
訪問・電話・面接等を実施しており、安
心・安全に繋げている。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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01

款 04

04 項 01

4-4 目 01

10 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 保健衛生費

施　策 健康で明るい暮らしづくり 保健衛生総務費

事業名 保健センター施設整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

衛生費

事
業
内
容

保健・医療の拠点としての機能を担う保健センター施設（昭和６２年３月竣工）の長寿命化、利便性向上を図るため、計
画的に改修工事を実施する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

決
算
額

事業費計 67,576,680 円

主管課 健康増進課 主管課長 伊原　理香 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

保健センター 保健衛生活動の拠点となる保健センターの施設整備を図る。

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事務事業の総コスト 68,895,080 円

職員給与費 1,318,400 円

地方債 57,700,000

その他特定財源 0

一般財源 9,876,680

改修後の保健センター外観及び受変電設備

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

平成３０年度は、駐車場等整備、外壁改
修、受変電設備更新、非常用発電設備更新
工事を実施した。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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款 04

04 項 01

4-4 目 02

01 ― 01

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 保健衛生費

施　策 健康で明るい暮らしづくり 予防費

事業名 予防接種事業
会計 一般会計 予算区分 経常

予
算
科
目

衛生費

事
業
内
容

予防接種法第５条１項の規定により実施する予防接種（Ａ類：Ｂ型肝炎・Hib感染症・小児の肺炎球菌感染症・不活化ポ
リオ・四種混合・結核・麻しん風しん混合・麻しん単独・風しん単独・水痘・日本脳炎・二種混合・ヒトパピローマウイ
ルス感染症）（Ｂ類：高齢者インフルエンザ・高齢者の肺炎球菌感染症）を契約医療機関にて個別接種する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

接種率【A類：麻しん・風
しん1期】

99.20 ％

決
算
額

事業費計 597,517,780 円

主管課 健康増進課 主管課長 伊原　理香 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

接種時において住民登録者であり、予防接種法施行
令で定める者

感染症の発生および蔓延を予防するために予防接種を行い、公衆衛
生の向上及び、健康増進に寄与する。

％
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

接種率【A類：麻しん・風
しん2期】

97.60 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 324,000

県支出金 21,000

接種率【B類：高齢者イン
フルエンザ】

42.50

事務事業の総コスト 616,839,940 円

職員給与費 19,322,160 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 597,172,780

無

翌年度への明許繰越額75,517,000円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定麻しん、風しんの流行を受け感染拡大防止
のため風しん予防接種（費用助成）、麻し
ん緊急任意接種を実施し迅速に対応した。
また、予防接種法施行令等の一部改正によ
り風しん抗体検査・風しん第５期定期接種
が開始されることとなり、国の補正予算を
活用しいち早く準備に着手した。
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款 04

04 項 01

4-4 目 02

02 ― 01

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 保健衛生費

施　策 健康で明るい暮らしづくり 予防費

事業名 健康増進事業
会計 一般会計 予算区分 経常

予
算
科
目

衛生費

事
業
内
容

各種成人健（検）診を実施し、病気の早期発見・早期治療につなげる。
個々の健康問題解決のため、健康教育・健康相談・訪問指導を実施する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

胃がん検診受診率 10.14 ％

決
算
額

事業費計 247,402,763 円

主管課 健康増進課 主管課長 伊原　理香 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民 市民一人一人が自らの健康を守るために、病気に対する正しい知識
を持ち、生活習慣病を改善し、病気の発病を予防し、早期発見がで
きるようにする。

％
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

乳がん検診受診率 41.21 ％
基金繰入金 0

結核・肺がん検診受診率 17.07 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 13,317,000

子宮頸がん検診受診率 27.36

事務事業の総コスト 313,233,006 円

検診時健康教育参加者数 15,809 人 職員給与費 65,830,243 円

地方債 0

大腸がん検診受診率 22.91 ％
その他特定財源 4,946,250

一般財源 229,139,513

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

集団で実施しているがん等検診時に、待ち
時間を利用した健康教育を行い、健康に関
する正しい知識の普及に努め、相談にも対
応した。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

検診車によるがん検診
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款 04

04 項 01

4-4 目 03

02 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 保健衛生費

施　策 健康で明るい暮らしづくり 診療所費

事業名 夜間小児救急医療確保事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

衛生費

事
業
内
容

平日夜間診療所の診療終了後（月～土曜日・21時～翌朝8時）、小児の急病に対応する第１次救急として初期診療・応急
手当を行う夜間小児救急医療を確保するため、流山市医師会・実施医療機関との協定に基づき、流山市医師会に負担金を
支出する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

利用者数 956 人

決
算
額

事業費計 14,650,000 円

主管課 健康増進課 主管課長 伊原　理香 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

夜間の小児急病患者 市内の医療機関が診察していない時間帯を補うことで、安心して診
療を受けられるようにする。

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

実施日数 293 日

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事務事業の総コスト 15,309,200 円

職員給与費 659,200 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 14,650,000

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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款 04

01 項 01

2-1 目 04

05 ― 52

円

円

円

円

円

円

円

円

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 保健衛生費

施　策 豊かで美しい生活環境の創造 環境衛生費

事業名 生物多様性地域戦略推進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

衛生費

事
業
内
容

「生物多様性ながれやま戦略」に基づき、重点拠点のモニタリング調査を行うとともに、グリーンフェスティバル等で生
物多様性ながれやま戦略の大切さについて啓発を行う。また、「グリーンウェイブ」による公共施設への植樹のほか、平
成２６年度からは一般社団法人千葉県トラック協会の支援を受け植樹を行っている。平成３０年３月、オオタカを市の鳥
に制定した。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

生物多様性の意味を理解し
ている市民の割合

25.00 ％

決
算
額

事業費計 2,142,307 円

主管課 環境政策課 主管課長 大島　尚文 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市内の多様な自然環境、市民 市内における生物多様性の保全と持続可能な利用を図る。

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事務事業の総コスト 8,734,307 円

職員給与費 6,592,000 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 2,142,307

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

まちなか森づくりプロジェクト

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

市民活動団体等との連携により、生物多様
性に係る情報の共有・蓄積を推進した。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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02 項 01

2-1 目 04

05 ― 60

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事業名 地球温暖化対策奨励事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

主管課 環境政策課 主管課長 大島　尚文 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

太陽光発電設備や住宅用省エネルギー設備を設置す
る市民等

設備設置を推奨することで、温室効果ガスの削減、地球温暖化の防
止を図る。

衛生費

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 保健衛生費

施　策 豊かで美しい生活環境の創造 環境衛生費

補助金交付実績（省エネ住
宅設備）

40 件

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 3,780,000

事
業
内
容

二酸化炭素の排出量削減に効果のある太陽光発電設備等の省エネルギー設備を市内の事業者（家庭用燃料電池システム及
び電気自動車充給電設備は市外の事業者も可）から購入設置した方に対して奨励金を交付し、省エネルギー設備の普及・
拡大を図る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

奨励金交付実績（太陽光発
電設備）

79 件

決
算
額

事業費計 9,459,000 円

職員給与費 3,955,200 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 5,679,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

補助事業を通して地球温暖化対策への意識
向上を推進した。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 13,414,200 円

太陽光パネル
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2-1 目 04

05 ― 68

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 環境政策課 主管課長 大島　尚文 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民、自治会、学校、公共施設 緑のカーテンの普及により地球温暖化防止に寄与する。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 保健衛生費

施　策 豊かで美しい生活環境の創造 環境衛生費

事業名 緑のカーテン事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

衛生費

緑のカーテン実施率 11.30 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

二酸化炭素排出量の削減に有効といわれている緑のカーテンについて、ゴーヤの育て方講習会の開催や公共施設及び自治
会を通じたゴーヤ苗・種の配布により普及を図る。平成24年度から本事業を「流山ゴーヤカーテン普及促進協議会」に
業務委託し事業の推進を図っている。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

申込自治会件数 102 件

決
算
額

事業費計 1,072,975 円

職員給与費 3,955,200 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 1,072,975

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

地球温暖化対策への意識向上を図ることが
できた。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 5,028,175 円

第11回緑のカーテン写真コンテスト　小中学校部門で金賞を受賞した西初石小学校
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06 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 環境政策課 主管課長 大島　尚文 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

条例違反者（路上喫煙、ポイ捨て、犬ふん放置） 路上喫煙、ポイ捨て等を抑制する。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 保健衛生費

施　策 豊かで美しい生活環境の創造 環境衛生費

事業名 路上喫煙等防止事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

衛生費

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

重点区域を中心に、指導員により啓発指導を行うとともに、ホームページ、広報への記事の掲載及び防止キャンペーンに
よる周知活動を行うことにより、重点区域での路上喫煙及びポイ捨ての防止を図る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

路上喫煙防止指導件数 251 件

決
算
額

事業費計 7,162,326 円

職員給与費 5,273,600 円

地方債 0

その他特定財源 162,000

一般財源 7,000,326

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 12,435,926 円

路面シール
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 環境政策課 主管課長 大島　尚文 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市内公共施設及び市民 市民の不安解消に努める。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 保健衛生費

施　策 豊かで美しい生活環境の創造 公害対策費

事業名 放射能対策事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

衛生費

放射線量測定器の貸出件数 33 件

財
源
内
訳

国庫支出金 1,390,184

県支出金 0

事
業
内
容

平成２４年度までに除染作業が完了した子どもが多く利用する施設等のモニタリングを定期的かつ継続的に行い放射線量
の把握に努める。また、東京電力ホールディングス株式会社に対し、損害賠償請求を行うとともに、支払いがなされない
費用について、原子力損害賠償紛争解決センターにあっせんの申し立てをするなど財源確保に努める。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

放射線量測定施設数 393 施設

決
算
額

事業費計 5,194,771 円

職員給与費 8,367,000 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 3,804,587

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 13,561,771 円

放射能測定
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06 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 クリーンセンター 主管課長 伊原　秀明 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

廃棄物処理施設整備等基金積立 廃棄物処理施設の新設、改築、修繕等に必要な資金の積立をする。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 清掃費

施　策 環境共生社会を目指す廃棄物循環型都市づくり 清掃総務費

事業名 廃棄物処理施設整備等基金積立事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

衛生費

積立金取り崩し活用額 0 千円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金

事
業
内
容

廃棄物処理施設建設及び施設整備は、多額の資金が必要であることから、市の財政負担の平準化を図るため計画的な積立
をするもの。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

基金積立額 204,681 千円

決
算
額

事業費計 204,680,956 円

0

一般寄附件数
一般寄附額

0
0

件
千円

基金繰入金 0

地方債

0

ふるさと納税寄附件数
ふるさと納税寄附額

144
4,632

件
千円

分担金・負担金 0

使用料・手数料

200,000,000

基金積立残額（年度末） 334,937 千円 職員給与費 3,296,000 円

0

利子額 48,956 円
その他特定財源 4,680,956

一般財源

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 207,976,956 円
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01 ― 02

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 クリーンセンター 主管課長 伊原　秀明 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

ごみ焼却施設 ごみ処理施設の適正な処理及び維持管理に努める。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 清掃費

施　策 環境共生社会を目指す廃棄物循環型都市づくり 塵芥処理費

事業名 ごみ処理施設管理事業
会計 一般会計 予算区分 経常

予
算
科
目

衛生費

薬品購入費 125,955,213 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

電気使用料 103,559,565

事
業
内
容

ごみ処理施設を安全かつ安定的に稼働するため、測定機器類等の定期的な保守点検や排ガス等の測定分析等を実施する。
当該施設の適正な維持管理の実施により、住みよい環境の保全に努める。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

ごみ焼却量 42,039.24 ｔ

決
算
額

事業費計 538,178,693 円

職員給与費 7,251,200 円

地方債 0

灯油購入量 836 ｋℓ
その他特定財源 8,955,956

一般財源 528,772,377

円
分担金・負担金 0

使用料・手数料 450,360

発電量 14,721,276 ｋｗｈ
基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 545,429,893 円
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02 項 02
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01 ― 06

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 クリーンセンター 主管課長 伊原　秀明 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

リサイクル館施設 リサイクル館の施設運営の適正な維持管理に努め、循環型社会を構
築する。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 清掃費

施　策 環境共生社会を目指す廃棄物循環型都市づくり 塵芥処理費

事業名 リサイクル館包括管理運営事業
会計 一般会計 予算区分 経常

予
算
科
目

衛生費

不燃系資源搬出量 1,983 ｔ

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

不燃系残渣量 5,750

事
業
内
容

リサイクル館の施設運営は、施設稼働時から行ってきた運転管理業務委託だけでなく、市が行ってきた施設整備や消耗品
の調達も含め民間活力の導入する包括管理運営委託をすることにより、支出の平準化を図るとともに適正な管理運営を行
い、循環型社会の構築を目指すものである。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

不燃系廃棄物搬入量 7,733 ｔ

決
算
額

事業費計 296,060,400 円

職員給与費 8,569,600 円

地方債 0

モニタリング会議回数 12 回
その他特定財源 14,317,493

一般財源 281,742,907

ｔ
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

不燃系資源化率 25.60 ％
基金繰入金 0

無

翌年度への事故繰越額8,564,400円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 304,630,000 円

２次破砕機補修、篩選別機軸受交換補修
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款 04

02 項 02

2-2 目 03

01 ― 54

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 クリーンセンター 主管課長 伊原　秀明 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

一般廃棄物処理基本計画 廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、市内から発生する廃
棄物全般に関する計画を策定する。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 清掃費

施　策 環境共生社会を目指す廃棄物循環型都市づくり リサイクル推進費

事業名 一般廃棄物処理基本計画策定事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

衛生費

審議会開催回数 2 回

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

次期一般廃棄物処理基本計画は専門的知見を有するコンサルと継続費を設定し2か年の業務委託し、平成29年度は現在の
計画検証と次期計画の素案策定を行い、平成30年度はパブリックコメントなどを実施し令和元年度からの次期計画を策
定するもの。計画策定に当たって流山市廃棄物対策審議会に対し、これまでの検証及び廃棄物の発生抑制策や災害廃棄物
処理計画策定などを審議する諮問がされ、平成30年度に審議会からの答申がされた。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

コンサルとの会議開催回数 10 回

決
算
額

事業費計 1,355,400 円

職員給与費 7,251,200 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 1,355,400

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

有

平成２９年度から2か年継続事業4,536,000円

平成３０年度決算額1,355,400円

前年度からの逓次繰越額400円指標で表すこ
とができない
定性的な成果

「流山市一般廃棄物処理基本計画（計画期
間：令和元年度～令和10年度）」及び
「流山市災害廃棄物処理計画」を策定し
た。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 8,606,600 円
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01

款 04

02 項 02

2-2 目 03

07 ― 52

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 クリーンセンター 主管課長 伊原　秀明 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市内土地所有者から発生する草木等を処分する市民
等

東京電力福島第一原子力発電所事故の放射能影響により、焼却処理
ができない草木等を適正に管理する。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 清掃費

施　策 環境共生社会を目指す廃棄物循環型都市づくり リサイクル推進費

事業名 森のまちエコセンター放射能対策事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

衛生費

仮置き草類（焼却場搬入不
可物）搬入量

2,470 ｔ

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

東京電力福島第一原子力発電所事故により、事故前に森のまちエコセンターで製造していた森のエコ堆肥が販売できなく
なったこと、さらに焼却施設における焼却灰の放射能濃度が高くなり焼却処分できなくなったことが合わさり、市内で発
生する草木等を森のまちエコセンターの隣接地（旧清美園）で一時仮保管するとともに、粉砕チップ化し、適正に処理処
分を実施する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

仮置き剪定枝搬入量 3,351.68 ｔ

決
算
額

事業費計 246,958,352 円

職員給与費 7,910,400 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 246,958,352

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 254,868,752 円

剪定枝等処分業務作業状況
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01

款 04

02 項 02

2-2 目 04

01 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 クリーンセンター 主管課長 伊原　秀明 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

ごみ焼却施設 施設の安定稼働及び適正な廃棄物処理を行うため施設修繕を行うと
ともに、中長期的な整備計画などを策定する。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 清掃費

施　策 環境共生社会を目指す廃棄物循環型都市づくり 塵芥処理施設整備費

事業名 ごみ焼却施設整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

衛生費

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

ごみ焼却施設の定期的な保守点検整備を実施することにより、施設の安定稼働及び適正な廃棄物処理を行うとともに、中
長期的な整備計画の策定などを行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

修繕費用 482,196,780 円

決
算
額

事業費計 505,092,780 円

職員給与費 7,251,200 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 505,092,780

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

翌年度への明許繰越額27,540,000円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 512,343,980 円

不燃物搬出装置スクリュー肉盛補修
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01

款 04

02 項 02

2-2 目 04

01 ― 54

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

主管課 クリーンセンター 主管課長 伊原　秀明 事業コード

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

放射性物質の影響を受けた焼却灰等 クリーンセンターで一時保管している指定廃棄物を、国が設置する
長期管理施設の設置されるまでの間、安全かつ適正に一時保管す
る。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 清掃費

施　策 環境共生社会を目指す廃棄物循環型都市づくり 塵芥処理施設整備費

事業名 クリーンセンター放射能対策事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

衛生費

51,543,235

職員電離放射線健康診断
（受診者累計）

0 名

財
源
内
訳

国庫支出金 1,255,500

県支出金 0

剪定枝等収集運搬量 2,655.35

事
業
内
容

平成23年に発生した、福島第一原発事故による影響で、ごみ焼却で発生した8,000Bq/kgを超える飛灰は、国が設置す
る長期管理施設が設置されるまでの間、安全かつ適正に一時保管する。また、日々発生する焼却灰等や排ガスに含まれる
放射性物質の測定を継続している。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

飛灰一時保管量(指定廃棄物
以外も含む)

582 t

決
算
額

事業費計 40,996,035 円

職員給与費 10,547,200 円

地方債 0

円

0

一般財源 39,740,535

t
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

スラグ再利用量 524.90 t
基金繰入金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト
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01

款 05

05 項 01

5-3 目 01

03 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

エ　労　　働

事業名 就労支援セミナー企画運営事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

労働費

政　策

事
業
内
容

就労したいが就労に結びつかない若年未就労者を主な対象として、専門キャリアカウンセラーのマンツーマンによる就職
個別相談（指導）をとおし、就職に結び付ける。

５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 労働諸費

施　策 誰でもが安心して働ける環境・基盤づくり 労働諸費

主管課 商工振興課 主管課長 渋谷　俊之 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

未就労者 未就労者へ就労支援し、就職に結びつける。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

個別相談就職率 89.60 ％

決
算
額

7,358,660 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事業費計

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 7,358,660

円

職員給与費 271,150 円

事務事業の総コスト 7,629,810

「書類選考を通過する履歴書とは」セミナー

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

カウンセラーとの個別相談により相談者の
適性に合わせた就労支援ができる。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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01

款 06

05 項 01

5-4 目 03

03 ― 57

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

オ　農林水産業

事業名 学校給食地産地消推進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

農林水産業費

政　策

事
業
目
的

対象 意図

水稲生産者 安定した消費先の確保により、農業所得の安定化を目指す。

事
業
内
容

市内小・中学校及び保育所の給食用に協力供給する水稲生産者に対し、安定した所得を確保することを目的に助成を行
う。給食への納入価格と農協買取価格と差額があるため、助成金として、差額を助成する金額としている。

５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 農業費

施　策 多様な方面からの農業の振興 農業振興費

主管課 農業振興課 主管課長 安蒜　康志 事業コード

事
業
の
実
績
（

指
標
）

学校給食への市内産米の出
荷量

180 ｔ

決
算
額

事業費計

分担金・負担金

13,800,000 円

米飯給食実施回数 2,750 回

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

その他特定財源 0

一般財源 13,800,000

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

事務事業の総コスト 15,118,400 円

職員給与費 1,318,400 円

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

市内の子ども達に流山産米の美味しさを
知ってもらい、地産地消を推進した。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

地元流山産の１等米コシヒカリを使った学校給食
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01

款 06

05 項 01

5-4 目 03

03 ― 68

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 農業費

施　策 多様な方面からの農業の振興 農業振興費

事業名 農業振興資金融資及び利子補給事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

農林水産業費

主管課 農業振興課 主管課長 安蒜　康志 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市内農業者 本市における農業者の農業経営の安定及び農業振興を図る。

事
業
内
容

本市において農業を自ら営む者に対し、融資機関を通じて農業振興資金の融資を行い、及びこれに対する利子の一部を補
給する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

利用実績件数 3 件

決
算
額

事業費計 5,296,381 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 5,000,000

一般財源 296,381

事務事業の総コスト 6,614,781 円

職員給与費 1,318,400 円

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

営農者の農業経営の安全化に資した。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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01

款 06

05 項 01

5-4 目 03

03 ― 69

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事業名 認定農業者支援事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

農林水産業費

政　策

事
業
目
的

対象 意図

認定農業者 本市農業の環境に配慮した農業振興を図る。

事
業
内
容

本市農業の中心的な役割を担っている認定農業者を支援することにより、生産規模の拡大及び効率化を図り、更なる農業
振興を図る。（生分解性フィルム、防草シート、防虫ネット等の環境配慮型農業資材の購入費の一部を支援）

５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 農業費

施　策 多様な方面からの農業の振興 農業振興費

主管課 農業振興課 主管課長 安蒜　康志 事業コード

事
業
の
実
績
（

指
標
）

認定農業者数（認定新規就
農者含む）

56 人

決
算
額

事業費計

分担金・負担金

2,500,000 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

その他特定財源 0

一般財源 2,500,000

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

事務事業の総コスト 3,818,400 円

職員給与費 1,318,400 円

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

環境配慮型農業資材の定着を図ることがで
きた。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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01

款 06

05 項 01

5-4 目 03

03 ― 70

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事業名 青年就農給付金支援事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

農林水産業費

政　策

事
業
目
的

対象 意図

新規認定就農者 新規認定就農者の農業意欲と農業所得の向上を図る。

事
業
内
容

新規認定就農者の更なる農業意欲と農業所得の向上を図り、新たな就農希望者の発掘に寄与する。農業次世代人材投資事
業交付金（経営開始型）の給付額は年間最大150万円（最長5年間）である。

５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 農業費

施　策 多様な方面からの農業の振興 農業振興費

主管課 農業振興課 主管課長 安蒜　康志 事業コード

事
業
の
実
績
（

指
標
）

新規認定就農者 2 人

決
算
額

事業費計

分担金・負担金

3,000,000 円

財
源
内
訳

国庫支出金 3,000,000

県支出金 0

その他特定財源 0

一般財源 0

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

事務事業の総コスト 3,659,200 円

職員給与費 659,200 円

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定
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01

款 07

05 項 01

5-1 目 02

02 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

女性向け創業スクールの成果発表の様子

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

新たな創業は、雇用の創出につながってい
る。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

0

地方債 0

事務事業の総コスト 2,411,420 円

職員給与費 1,318,400 円

1,093,020 円

創業塾参加者数 20 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

その他特定財源 0

一般財源 1,093,020

0

使用料・手数料 0

基金繰入金

事
業
の
実
績
（

指
標
）

女性向け創業スクール参加
者数

45 人

決
算
額

事業費計

分担金・負担金

事
業
目
的

対象 意図

創業者及び創業予定者 創業を支援することで地域経済の活性化を図る。

事
業
内
容

商工会議所、金融機関等と連携し、市内で新規に創業、創業後５年未満の事業者を対象とした「ワンストップ相談窓口」
を設け創業の実現を促進する。また、女性向け創業スクールを開催し、参加者の２割程度の創業を目指す。さらに、流山
商工会議所を認定連携創業支援事業者とし「創業塾」を開催し、経営、財務、人材育成、販路開拓等の知識習得に努め
る。

５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 商工費

施　策 商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化 商工振興費

主管課 商工振興課 主管課長 渋谷　俊之 事業コード

カ　商　　工

事業名 創業支援事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

商工費

政　策
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01

款 07

05 項 01

5-1 目 02

０2 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

新たに創業した整骨院

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

新規開業により雇用の創出にもつながる。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 4,970,400 円

職員給与費 1,318,400 円

0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 3,652,000

事
業
内
容

地域経済の振興と市内商店会の活性化を図るため商業団体が行う商店街空き店舗有効活用事業及び商業活性化アドバイ
ザー派遣事業の一部に対して補助を行い、にぎわいを創出する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

補助対象事業数 6 件

決
算
額

事業費計 3,652,000 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

分担金・負担金 0

使用料・手数料

主管課 商工振興課 主管課長 渋谷　俊之 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

創業者及び創業予定者並びに空き店舗を抱える商店
街

商店街の活性化と新規開業を促進する。

政　策 ５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 商工費

施　策 商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化 商工振興費

事業名 商店街空き店舗有効活用事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

商工費

－152－
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款 07

01 項 01

5-1 目 02

02 ― 66

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

ふるさと納税返礼品（アイオニック電動歯ブラシ）

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

本市の事業者を全国にPRするとともに、
事業者の販路拡大につながる。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 21,878,239 円

職員給与費 1,318,400 円

0

総寄附件数
（返礼品あり）

2,154 件
基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 20,559,839

事
業
内
容

寄附金に対する謝礼として、市内特産品等を贈呈する。８基金において寄附金を受け入れ、受け入れた寄附金（ふるさと
納税）については、各基金で積立て、基金の目的に沿って役立てる。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

返礼品贈呈件数 2,365 件

決
算
額

事業費計 20,559,839 円

返礼品目数 32 品

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

ふるさと納税寄附額
（返礼品あり）

67,779,986 円
分担金・負担金 0

使用料・手数料

主管課 商工振興課 主管課長 渋谷　俊之 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市内・市外を限定しない個人（11月から市外に限
定）

寄付金に対する謝礼として、本市特産品を贈呈することで、本市の
ＰＲ及び市内産業の振興を図る。

商工費

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 商工費

施　策 商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化 商工振興費

事業名 ふるさと納税市内特産品等贈呈事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

－153－
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05 項 01

5-1 目 02

０2 ― 69

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

市に移管された商店街街路灯

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

商店会（街）の負担減少により商店会
（街）の運営の安定に寄与した。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 3,714,739 円

職員給与費 1,186,560 円

0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 2,528,179

事
業
内
容

平成30年度に商店街から市に移管した街路灯等の維持管理を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

移管した街路灯数 475 灯

決
算
額

事業費計 2,528,179 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

分担金・負担金 0

使用料・手数料

主管課 商工振興課 主管課長 渋谷　俊之 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

商業団体 商業環境を整備することにより、安心して買い物ができる魅力ある
商店会をつくり、商店会への来客数を増やす。

政　策 ５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 商工費

施　策 商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化 商工振興費

事業名 商店街街路灯管理事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

商工費

－154－
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05 項 01

5-5 目 03

01 ― 55

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

Hanako TRIPに掲載した流山本町PR記事

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

観光交流人口の増加に伴い、地元住民や商
店主の活性化に対する意識が向上し、地域
住民の自主的活動（イベント、商品開発
等）など新たな取組みが生まれている。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 12,651,238 円

職員給与費 6,680,750 円

0

マスメディア（TV・ラジ
オ）露出数

29 件
基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 5,970,488

事
業
内
容

両地域に現存する歴史的建造物を活用し、ギャラリーや飲食店、民芸品等の販売・展示を行う観光交流拠点をオープンさ
せ、イベントの開催など来訪者の誘客に努め、地域の活性化を図る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

補助金の活用件数 0 件

決
算
額

事業費計 5,970,488 円

主要施設等入館者数 98,702 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

主要イベント入込客数 252,833 人
分担金・負担金 0

使用料・手数料

主管課 流山本町・利根運河ツーリズム推進課 主管課長 井戸　一郎 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民及び来訪者
地域：流山本町・利根運河

流山本町及び利根運河地域における観光振興・活性化を図る。

政　策 ５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 商工費

施　策 特色ある観光の育成と創設 観光費

事業名 流山本町・利根運河ツーリズム推進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

商工費

－155－
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款 07

05 項 01

5-5 目 03

01 ― 57

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

万華鏡ギャラリー見世蔵

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

見世蔵来館者数は減少傾向にあるが、万華
鏡の商品売上は年々伸びている。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 7,395,940 円

職員給与費 1,495,900 円

0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 5,900,040

事
業
内
容

流山本町地域の交流人口の増加のために、流山本町の歴史的建造物を賃借し、観光情報発信拠点として、世界的に活躍す
る万華鏡作家等の作品を展示販売、物産品販売及び各種イベントなどを実施している。
店舗名：万華鏡ギャラリー寺田園茶舗見世蔵

事
業
の
実
績
（

指
標
）

見世蔵来館者数 11,040 人

決
算
額

事業費計 5,900,040 円

流山本町来訪者数 274,984 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

分担金・負担金 0

使用料・手数料

主管課 流山本町・利根運河ツーリズム推進課 主管課長 井戸　一郎 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民、観光客 歴史的建造物を活用したギャラリーや市民交流の場を創設し、交流
人口の増加及び地域の活性化を図る。

政　策 ５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 商工費

施　策 特色ある観光の育成と創設 観光費

事業名 流山本町見世蔵プロジェクト事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

商工費

－156－
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款 07

05 項 01

5-5 目 03

01 ― 58

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

シアターナイト２０１８

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

地元地域団体（自治会、大学）と連携した
事業を展開しており、地元住民との交流の
場として大きな役割を担っている。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 6,995,260 円

職員給与費 1,495,900 円

0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 5,499,360

事
業
内
容

利根運河交流館の管理運営業務をNPO法人に委託するとともに、利根運河の資料収集、保管及び展示を実施。展示物の説
明等により交流館への来館者増員に努める。また、利根運河周辺の観光資源を活用した市民交流事業の創出、地域の観光
振興に努める。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

利根運河交流館来館者数 2,511 人

決
算
額

事業費計 5,499,360 円

運河駅ギャラリー来訪者数 31,040 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

利根運河地域来訪者数 77,091 人
分担金・負担金 0

使用料・手数料

主管課 流山本町・利根運河ツーリズム推進課 主管課長 井戸　一郎 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民、来訪者 利根運河の歴史や自然環境について、利根運河交流館を通して情報
発信し、本市の観光振興を図る。

政　策 ５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 商工費

施　策 特色ある観光の育成と創設 観光費

事業名 利根運河観光振興事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

商工費

－157－
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款 07

05 項 01

5-5 目 03

01 ― 63

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

初の倉庫ライブを行った第4回流鉄BEER電車

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

イベントの来場者が近隣飲食店を利用し、
流山本町地域に経済効果をもたらした。流
鉄流山線の乗降客数の増加に繋がった。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 4,723,464 円

職員給与費 1,977,600 円

0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 2,745,864

事
業
内
容

流鉄流山線を観光資源として、「第４回流鉄BEER電車」及び、新選組をモチーフとした人気の女性向け恋愛アドベン
チャーゲームのコンテンツを活用したイベントを実施することで、市民への周知や市内外からの来訪を促し、地域の活性
化を図る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

各種イベント入込数 16,000 人

決
算
額

事業費計 2,745,864 円

流鉄各駅一日平均乗降客数 15,826 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

分担金・負担金 0

使用料・手数料

主管課 流山本町・利根運河ツーリズム推進課 主管課長 井戸　一郎 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民、来訪者 流鉄流山線を観光資源とし、地域の活性化を目指す。

商工費

政　策 ５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 商工費

施　策 特色ある観光の育成と創設 観光費

事業名 流鉄イベント事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

－158－
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款 07

05 項 01

5-5 目 03

01 ― 68

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

外国人観光客向けポスター

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

ターゲット国を選定（台湾、欧米）し、
「伝統体験」と「カフェ巡り」のモデル
コース作成、外国人観光客向けポスター・
チラシ作成に取り組んだ。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 3,144,388 円

職員給与費 659,200 円

0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 2,485,188

事
業
内
容

外国人観光客の誘客を図るためモニターツアーの実施と情報分析を行うとともに、外国人観光客のニーズを捉えた観光情
報の提供を行う。また、受け入れ側である地域住民・市民団体・店舗と協同し、受け入れ態勢を整えていく。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

外国人観光客来訪者数 95 人

決
算
額

事業費計 2,485,188 円

外国人観光客ガイド案内件
数

10 件

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

外国人向けサイト・SNSの
閲覧数及びリアクション数

77,000 件
分担金・負担金 0

使用料・手数料

主管課 流山本町・利根運河ツーリズム推進課 主管課長 井戸　一郎 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

外国人観光客 外国人観光客の誘致により、地域経済の活性化を図る。

政　策 ５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 商工費

施　策 特色ある観光の育成と創設 観光費

事業名 外国人観光客誘致促進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

商工費

－159－
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05 項 01

5-5 目 03

01 ― 72

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

流山おおたかの森駅前観光情報センター

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

流山おおたかの森駅直結の公共施設内に設
置したことで、同駅を利用する観光客や、
同施設の利用者、隣接するホテルの宿泊客
に観光情報を提供できる。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 21,632,090 円

職員給与費 1,318,400 円

0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 10,313,690

事
業
内
容

流山おおたかの森駅前北口市有地に建設する流山市おおたかの森ホール内に、観光情報センター（観光案内所）を設置す
る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

決
算
額

事業費計 20,313,690 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 10,000,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料

主管課 流山本町・利根運河ツーリズム推進課 主管課長 井戸　一郎 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

日本人観光客及び外国人観光客 東京などから鉄道を利用して訪れる観光客を、流山本町地区と利根
運河地区に誘客し、交流人口の増加と地域経済の活性化を図る。

商工費

政　策 ５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 商工費

施　策 特色ある観光の育成と創設 観光費

事業名 観光案内所設置事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

－160－
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款 08

02 項 01

2-3 目 02

01 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

耐震改修工事の施工状況

2,375,000

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 15,302,800 円

6,074,000 円

分譲マンション耐震診断補
助金交付申請受付件数

0 件

財
源
内
訳

国庫支出金 2,981,000

県支出金 718,000事
業
の
実
績
（

指
標
）

木造住宅耐震診断補助金交
付申請受付件数

17 件

決
算
額

事業費計

木造住宅耐震改修補助金交
付申請受付件数

6 件
分担金・負担金

職員給与費 9,228,800 円

その他特定財源 0

一般財源

キ　土　　木

事業名 耐震診断及び木造住宅耐震改修補助事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

政　策

事
業
目
的

対象 意図

旧耐震基準で建築された木造住宅及びマンションに
居住する市民

住宅等の耐震性の向上を図り、大地震時における市民の生命と財産
の安全を確保する。

事
業
内
容

昭和５６年以前に建築された木造住宅・分譲マンションの耐震診断に係る費用の一部及び昭和５６年以前に建築された木
造住宅の耐震改修工事に係る費用の一部を補助するものである。

２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 土木管理費

施　策 自然災害・都市災害への備えと予防 建築指導費

主管課 建築住宅課 主管課長 伊藤　直人 事業コード
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01

款 08

01 項 02

1-5 目 02

01 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

情報処理件数 365 件

財
源
内
訳

国庫支出金 3,500,000

県支出金 0

南流山・平和台駅前１号補助幹線

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 242,918,708 円

0

一般財源 155,038,708

無

翌年度への明許繰越額18,610,000円

事
業
内
容

舗装補修、道路側溝の補修又は改修（一部新設を含む）、その他、道路附属施設の補修（一部新設を含む）を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

道路舗装補修延長 2,507 ｍ

決
算
額

事業費計 226,438,708 円

職員給与費 16,480,000 円

地方債 67,900,000

その他特定財源

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

主管課 道路管理課 主管課長 染谷　祐治 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

流山市が管理する道路 道路及び附属施設等の機能の劣化又は破損等に対応した補修・改善
を実施し、道路構造等を適切な状態に維持保全することで、交通の
安全を確保する。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 道路橋りょう費

施　策 土地利用・生活環境に配慮した道路整備 道路維持費

事業名 道路維持補修事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費
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01

款 08

01 項 02

1-5 目 03

01 ― 58

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

新設小学校通学路整備予定箇所

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 43,293,004 円

その他特定財源 0

一般財源 2,226,004

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

翌年度への明許繰越額11,778,996円

財
源
内
訳

国庫支出金 17,675,000

県支出金 0

事
業
内
容

つくばエクスプレス沿線整備による児童数の増加対応として、大畔地先に新設小学校建設に伴う関連道路を整備するも
の。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

整備率 16.40 ％

決
算
額

事業費計 36,701,004 円

職員給与費 6,592,000 円

地方債 16,800,000

事
業
目
的

対象 意図

市民・児童 安全に通学できる道路環境を整える。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 道路橋りょう費

施　策 土地利用・生活環境に配慮した道路整備 道路新設改良費

事業名 新設小学校建設関連道路整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 道路建設課 主管課長 小野　満寿夫 事業コード
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01

款 08

01 項 02

1-5 目 03

01 ― 70

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

完成イメージ

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 314,241,975 円

0

一般財源 19,497,975

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

前年度からの明許繰越額303,636,755円

翌年度への明許繰越額5,510,000円

財
源
内
訳

国庫支出金 164,056,000

県支出金 0

事
業
内
容

旧たけのこルーム前交差点から国道６号線までの延長３２５ｍについて、緊急時の大型車の通行や歩行者、自転車の安全
な通行を確保するため平成２４年度から整備を進めている。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

整備率 50.20 ％

決
算
額

事業費計 304,353,975 円

職員給与費 9,888,000 円

地方債 120,800,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

市民・児童 拡幅改良により、普通自動車の相互通行及び、緊急時の大型車の通
行や歩行者の安心安全を確保する。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 道路橋りょう費

施　策 土地利用・生活環境に配慮した道路整備 道路新設改良費

事業名 名都借跨線橋道路拡幅改良事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 道路建設課 主管課長 小野　満寿夫 事業コード
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01

款 08

01 項 02

1-5 目 03

01 ― 72

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

整備が完了した通学路

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 51,268,303 円

0

一般財源 3,556,303

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

前年度からの明許繰越額44,215,503円

財
源
内
訳

国庫支出金 24,120,000

県支出金 0

事
業
内
容

国道６号線交差点から東部中学校入口交差点までの約５２０ｍ区間について、自転車・歩行者の安全確保を目的に道路整
備を行い、通学路における安全対策を図る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

整備率 69.70 ％

決
算
額

事業費計 44,676,303 円

職員給与費 6,592,000 円

地方債 17,000,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

市民・児童 歩道整備による安心、安全な歩行空間を確保する。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 道路橋りょう費

施　策 土地利用・生活環境に配慮した道路整備 道路新設改良費

事業名 東小学校前通学路道路拡幅整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 道路建設課 主管課長 小野　満寿夫 事業コード
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01

款 08

01 項 02

1-5 目 04

01 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定 無

前年度からの明許繰越額45,349,200円

翌年度への明許繰越額43,866,000円

西深井歩道橋

地方債 46,600,000

その他特定財源 0

一般財源 15,634,370

職員給与費 3,296,000 円

事務事業の総コスト 128,971,870 円

流山市が管理する橋りょう 市内の橋りょうの劣化等に対応した維持管理により耐久性の向上を
図り、安心・安全な道路環境を確保する。

事
業
内
容

市内に供用されている橋りょうの維持管理及び適正管理を行うことにより、長寿命化と補修費の削減を図りつつ、通行の
安全を確保する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

橋りょう補修工事件数 1 件

決
算
額

事業費計 125,675,870 円

橋りょうの安全性や快適性
に対する情報件数

1 件

財
源
内
訳

国庫支出金 63,441,500

県支出金 0

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

事業名 橋りょう補修事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 道路橋りょう費

施　策 土地利用・生活環境に配慮した道路整備 橋りょう維持費

主管課 道路管理課 主管課長 染谷　祐治 事業コード

事
業
目
的

対象 意図
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01

款 08

01 項 03

1-6 目 01

02 ― 56

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

調整池草刈状況

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 25,499,811 円

13,616,306

一般財源 10,985,205

円
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

管理面積 102,525 ㎡
基金繰入金 0

無

調整池１㎥当り電気料 12 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

調整池１㎥当り草刈料 20

事
業
内
容

草刈、清掃、及び排水施設の保守点検を実施し、良好な環境を保全するものである。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

苦情の件数 1 件

決
算
額

事業費計 24,601,511 円

職員給与費 898,300 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

調整池周辺及び下流に住む市民 調整池排水施設の適切な保守、管理を行い、機能を確保する。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 河川費

施　策 安全性と快適性を兼ね備えた河川・排水路整備 河川総務費

事業名 調整池維持管理事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 河川課 主管課長 池田　輝昭 事業コード
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01

款 08

01 項 03

1-6 目 03

01 ― 55

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

東深井排水整備工事（その３）施工状況

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 107,528,000 円

0

一般財源 17,965,400

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

前年度からの明許繰越額102,254,400円

財
源
内
訳

国庫支出金 35,289,000

県支出金 0

事
業
内
容

浸水被害が発生している箇所において、排水施設を整備する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

浸水等被害件数 0 か所

決
算
額

事業費計 102,254,400 円

職員給与費 5,273,600 円

地方債 49,000,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

浸水解消を望む市民 雨水排水施設を整備し、浸水被害を防止する。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 河川費

施　策 安全性と快適性を兼ね備えた河川・排水路整備 排水対策費

事業名 雨水排水施設整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 河川課 主管課長 池田　輝昭 事業コード

－168－



01

款 08

01 項 03

1-6 目 03

01 ― 57

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

翌年度への明許繰越額11,710,400円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

降雨時に、和田堀都市下水路の水位を継続
的に監視することで、効率的な水防活動を
行い、水害リスクを軽減することが可能と
なる。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定 有

平成３０年度から２か年継続事業106,000,000円

平成３０年度決算額34,560,000円

翌年度への逓次繰越額59,440,000円

和田堀都市下水路新樋管築造工事施工状況

事務事業の総コスト 39,857,698 円

0

一般財源 2,463,298

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

財
源
内
訳

国庫支出金 17,280,000

県支出金 0

事
業
内
容

三輪野山地区で、千葉県事業の（仮称）三郷・流山橋建設と併せ、和田堀都市下水路の改修工事、及び放流先河川の管理
者である国土交通省と千葉県と協議を行うものである。また、水位監視装置システムの維持管理を行うものである。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

決
算
額

事業費計 35,243,298 円

職員給与費 4,614,400 円

地方債 15,500,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

三輪野山地区の市民 三輪野山地区の雨水排水状況を調査、検討し、浸水被害を軽減す
る。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 河川費

施　策 安全性と快適性を兼ね備えた河川・排水路整備 排水対策費

事業名 三輪野山地区総合治水対策事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 河川課 主管課長 池田　輝昭 事業コード
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01

款 08

01 項 04

1-3 目 01

02 ― 63

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定 無

事務事業の総コスト 5,866,400 円

0

一般財源 2,570,400

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

生産緑地面積 70.35 ｈa

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

土地区画整理事業の進捗に伴う換地処分により変更となる生産緑地地区及び生産緑地地区の廃止による都市計画変更手続
きに伴う、都市計画の案縦覧図書及び都市計画審議会資料を作成する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

生産緑地地区数 258 地区

決
算
額

事業費計 2,570,400 円

職員給与費 3,296,000 円

地方債 0

その他特定財源

主管課 都市計画課 主管課長 長橋　祐之 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市街化区域全体 生産緑地地区の変更に伴う都市計画決定の図書等を作成する。

土木費

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 個性ある公共空間・歴史環境の形成と保全 都市計画総務費

事業名 生産緑地に関する図書作成事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目
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01 項 04

1-3 目 01

02 ― 65

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定 有

平成３０年度から２か年継続事業9,000,000円

平成３０年度決算額2,862,000円

翌年度への逓次繰越額76,000円

事
業
の
実
績
（

指
標
）

流山市は住み心地が良いまちで
あると思う市民の割合

82.90 ％

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債

その他特定財源 0

一般財源 2,862,000

職員給与費 6,592,000 円

事務事業の総コスト 9,454,000 円

決
算
額

事業費計 2,862,000 円

これからも流山市に住み続けた
いと思う市民の割合

83.00 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

0

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 個性ある公共空間・歴史環境の形成と保全 都市計画総務費

主管課 都市計画課 主管課長 長橋　祐之 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市全域 次期総合計画と計画内容について整合を図るとともに、土地利用や
社会情勢の変化に対応するため改定を行う。

事
業
内
容

都市の現況調査及び現行計画の評価を行い、まちの将来都市像や整備方針を定める。
市民参加条例に基づき市民の意見を取り入れながら、令和元年度の策定を目指し都市計画マスタープランの改定を行う。

事業名 都市計画マスタープラン進行管理事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費
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02 ― 73

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 11,303,210 円

0

一般財源 1,415,210

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

景観条例に基づく事前協議
数

379 件

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

良好な景観の形成を推進するため、景観条例に基づく届出等に対する指導等を通じ、良好な景観の形成を目指す。
平成２８年度は景観計画重点区域である新川耕地区域の一部について、また、平成３０年度は流山市広告物条例の制定に
伴い、景観計画の変更を行った。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

景観法第16条の届出数 377 件

決
算
額

事業費計 1,415,210 円

職員給与費 9,888,000 円

地方債 0

その他特定財源

主管課 都市計画課 主管課長 長橋　祐之 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民等 良好な景観が形成されることにより、まちの資産価値が上がり、市
民にとっては「住み続けたいと思えるまち」、本市以外の住民にお
いては「住んでみたいまち」とする。

土木費

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 個性ある公共空間・歴史環境の形成と保全 都市計画総務費

事業名 景観形成推進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 14,733,200 円

職員給与費 3,296,000 円

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 11,437,200

市民等へも最新の地図情報を提供することができ、市民サービスの
向上に資することができる。

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

白図販売数 13 枚

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

施　策 個性ある公共空間・歴史環境の形成と保全 都市計画総務費

事業名 都市計画図修正業務事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

事
業
内
容

都市計画基礎調査のベースとなる地形図を、航空写真を基に概ね５年ごと更新し地図情報を最新のものとする。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

都市計画図販売数 67 枚

決
算
額

事業費計 11,437,200 円

主管課 都市計画課 主管課長 長橋　祐之 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市内全域

土木費

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費
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02 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

市民の足として定着しているぐりーんバス

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 64,466,615 円

0

一般財源 55,369,655

路線
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

停留所設置数 104 か所
基金繰入金 0

無

1日当たり利用者数 2,499 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

路線数 6

事
業
内
容

ぐりーんバスの路線設定、ダイヤの管理を行う。また、既存路線についても利用の向上が図られるよう必要な対応・工夫
を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

利用者数（年間） 909,798 人

決
算
額

事業費計 55,369,655 円

職員給与費 9,096,960 円

地方債 0

その他特定財源

主管課 都市計画課 主管課長 長橋　祐之 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

主に公共交通空白地域（駅徒歩圏外地区）の市民 交通不便地域の市民に対し、最寄り駅との交通手段を確保すること
で交通利便性の向上を図る。

土木費

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 利便性と快適性を重視した公共交通機関の整備充実 交通計画費

事業名 ぐりーんバス運行事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目
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1-8 目 02

03 ― 56

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

流山おおたかの森駅自由通路の北口と１階
部分とをバリアフリーで移動できるように
なった。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 69,082,320 円

0

一般財源 3,804,720

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

有

平成２９年度から２か年継続事業69,252,000円

平成３０年度決算額67,057,200円

前年度からの逓次繰越額26,714,000円

財
源
内
訳

国庫支出金 30,128,000

県支出金 12,672,000

事
業
内
容

流山おおたかの森駅自由通路の北口付近に、駅自由通路と１階部分をつなぐエレベーターを設置する。
平成２９年度・平成３０年度の２か年で、設計、建設工事、工事監理を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

決
算
額

事業費計 67,104,720 円

職員給与費 1,977,600 円

地方債 20,500,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

流山おおたかの森駅及び周辺施設利用者 流山おおたかの森駅自由通路の北口と１階部分とをバリアフリーで
移動できるようにする。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 利便性と快適性を重視した公共交通機関の整備充実 交通計画費

事業名
流山おおたかの森駅自由通路エレベーター等整備事
業

会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 都市計画課 主管課長 長橋　祐之 事業コード
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

新市街地地区（流山おおたかの森駅北口都市広場）

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 52,601,306 円

0

一般財源 14,705,786

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

翌年度への明許繰越額10,541,000円

財
源
内
訳

国庫支出金 17,900,000

県支出金 0

事
業
内
容

流山市の新拠点である流山おおたかの森駅及びその周辺は、本市の新しい中心核に相応しいシンボル的な空間としての都
市広場の整備が進められており、施行者から引継された広場の機能を適正に維持するものである。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

都市広場管理面積 15,047 ㎡

決
算
額

事業費計 52,205,786 円

職員給与費 395,520 円

地方債 19,600,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

流山おおたかの森駅前センター地区都市広場 センター地区の活性化を図り、駅と周辺の円滑な歩行者ネットワー
クを確保する。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 地域特性に合った良好な市街地整備 新市街地推進費

事業名 都市広場等管理事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 まちづくり推進課 主管課長 梶　隆之 事業コード
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1-2 目 04

02 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

運動公園周辺地区（流山柏線）

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

幹線道路の整備により、地域間の道路ネッ
トワークが整備され、新たな公共交通機関
の参入や周辺道路の渋滞解消、生活道路へ
の車両進入抑制が図られている。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 643,462,520 円

0

一般財源 19,567,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

土地区画整理事業施行者との費用負担協定に基づき、国庫補助対象事業費の国費裏の１／２を費用負担するもの。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

進捗率 64.50 ％

決
算
額

事業費計 643,067,000 円

職員給与費 395,520 円

地方債 623,500,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

運動公園周辺地区内住民 道路・公園等の公共施設及び宅地整備を進め、つくばエクスプレス
沿線整備の促進を図り、良質な市街地を形成する。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 地域特性に合った良好な市街地整備 新市街地推進費

事業名
運動公園周辺地区一体型特定土地区画整理国費対象
市負担事業

会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 まちづくり推進課 主管課長 梶　隆之 事業コード
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02 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

木地区（新設信号機）

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

幹線道路の整備により、地域間の道路ネッ
トワークが整備され、新たな公共交通機関
の参入や周辺道路の渋滞解消、生活道路へ
の車両進入抑制が図られている。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 10,395,520 円

0

一般財源 300,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

土地区画整理事業施行者との費用負担協定に基づき、国庫補助対象事業費の国費裏の１／２を費用負担するもの。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

進捗率 94.70 ％

決
算
額

事業費計 10,000,000 円

職員給与費 395,520 円

地方債 9,700,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

木地区内住民 道路・公園等の公共施設及び宅地整備を進め、つくばエクスプレス
沿線整備の促進を図り、良質な市街地を形成する。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 地域特性に合った良好な市街地整備 新市街地推進費

事業名 木地区一体型特定土地区画整理国費対象市負担事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 まちづくり推進課 主管課長 梶　隆之 事業コード
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01 項 04

1-5 目 05

02 ― 54

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

江戸川台駒木線事業計画地

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 4,670,320 円

0

一般財源 888,320

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

翌年度への明許繰越額68,912,680円

財
源
内
訳

国庫支出金 486,000

県支出金 0

事
業
内
容

おおたかの森駅周辺の区画整理区域間を結ぶ路線であり、地域住民の安全性と利便性の向上を図るために、道路新設整備
を実施する。延長L=50m。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

整備率 9.00 ％

決
算
額

事業費計 1,374,320 円

職員給与費 3,296,000 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

市民・道路利用者 市民や利用者の安全及び利便性の向上を図る。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 土地利用・生活環境に配慮した道路整備 街路事業費

事業名
都市計画道路３・５・２３号江戸川台駒木線道路改
良事業

会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 道路建設課 主管課長 小野　満寿夫 事業コード

－179－



01

款 08

01 項 04

1-5 目 05

02 ― 58

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

三輪野山西平井線工事完成後

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 30,892,000 円

0

一般財源 8,600,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

財
源
内
訳

国庫支出金 8,500,000

県支出金 0

事
業
内
容

西平井・鰭ケ崎土地区画整理地区と三輪野山・平和台地区を結ぶ路線であり、地域住民の安全と利便性の向上を図るため
に、拡幅工事を実施する。延長L=40m W=17m。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

整備率 100.00 ％

決
算
額

事業費計 24,300,000 円

職員給与費 6,592,000 円

地方債 7,200,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

市民・道路利用者 市民や利用者の安全及び利便性の向上を図る。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 土地利用・生活環境に配慮した道路整備 街路事業費

事業名
都市計画道路３・５・１６号三輪野山西平井線道路
改良事業

会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 道路建設課 主管課長 小野　満寿夫 事業コード

－180－



01

款 08

01 項 04

1-5 目 05

03 ― 55

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

流鉄跨線部工事状況

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 60,585,551 円

0

一般財源 10,689,551

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

前年度からの明許繰越額16,371,181円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

慢性的な交通渋滞が発生している主要地方道松戸野田線のバイパス道路として、千葉県が事業主体となり、用地取得及び
工事を実施し、その事業促進のため、事業費の一部を市が負担するものである。延長　L=603m

事
業
の
実
績
（

指
標
）

整備率 88.20 ％

決
算
額

事業費計 57,289,551 円

職員給与費 3,296,000 円

地方債 46,600,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

市民・道路利用者 市民や利用者の安全及び利便性の向上を図る。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 土地利用・生活環境に配慮した道路整備 街路事業費

事業名
都市計画道路３・３・２号新川南流山線立体交差事
業

会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 道路建設課 主管課長 小野　満寿夫 事業コード

－181－



01

款 08

01 項 04

1-1 目 07

02 ― 58

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

既成市街地（東部近隣公園）遊具

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 21,807,200 円

0

一般財源 18,511,200

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

翌年度への事故繰越額4,503,600円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

既成市街地内の公園緑地を整備し、地域住民の利便に供する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

公園整備件数 4 件

決
算
額

事業費計 18,511,200 円

職員給与費 3,296,000 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

既成市街地の公園施設 市民が憩い安らげる場を提供するため、適切な公園施設の整備を行
う。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 生態系に配慮した公園・緑地・水辺等空間の整備・管理 公園費

事業名 既成市街地地区公園施設新設事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 みどりの課 主管課長 本田　英師 事業コード

－182－



01

款 08

01 項 04

1-1 目 07

02 ― 70

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

運動公園内にある大型複合遊具を整備

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

ふるさと緑の基金繰入額4,865,950円の
うち、1,759,750円は遊具設置の事前準
備として、公園緑地維持管理事業における
支障木剪定などの遊具設置箇所周辺の環境
整備費に活用しました。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 34,139,600 円

0

一般財源 0

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 3,106,200

無

ふるさと緑の基金繰入額 4,865,950 円

財
源
内
訳

国庫支出金 13,115,000

県支出金 0

事
業
内
容

つくばエクスプレス関連地区の運動公園周辺地区内の公園等について、施設整備事業を実施する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

運動公園周辺地区内公園整
備面積

0.30 ha

決
算
額

事業費計 32,821,200 円

職員給与費 1,318,400 円

地方債 16,600,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

運動公園周辺地区内の公園等 土地区画整理の整備が進行するエリアに配置された公園等の整備を
行い良好な環境形成に資する。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 生態系に配慮した公園・緑地・水辺等空間の整備・管理 公園費

事業名 運動公園周辺地区公園施設新設事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 みどりの課 主管課長 本田　英師 事業コード

－183－



01

款 08

01 項 04

1-2 目 08

02 ― 60

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

グリーンチェーン認定物件

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 7,172,113 円

0

一般財源 585,713

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

グリーンチェーン認定による緑化
率（緑化面積）／（敷地面積）

19.50 %

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

戸建住宅、集合住宅、店舗等において、市で定める基準以上の緑を配したものに対しグリーンチェーン認定を行うこと
で、水準の高い緑化を促す。また、市民組織が実施するオープンガーデン等を支援することにより、市内での花と緑の華
やぎの増進や緑化の啓発を図り、市民が愛着と誇りを持てるまちづくりを行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

グリーンチェーン認定件数
（累計）

297 件

決
算
額

事業費計 585,713 円

職員給与費 6,586,400 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

民有地・開発業者・市民 質と量を備えた緑化を促すことで、温暖化防止などにも貢献する
「森のまち」の形成を図る。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 都市計画費

施　策 地域特性に合った良好な市街地整備 緑化推進費

事業名 グリーンチェーン推進・緑化啓発事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 みどりの課 主管課長 本田　英師 事業コード

－184－



01

款 08

04 項 05

4-3 目 01

01 ― 52

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

借地契約満了（令和元年５月末）までに事
業を終了した。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 145,360,160 円

0

一般財源 19,133,120

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

市営住宅の解体 84 戸

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

公営住宅等長寿命化計画に基づき、用途廃止となる市営住宅平方団地の施設の解体及び土地の返還を行うものである。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

転居及び移転戸数 1 戸

決
算
額

事業費計 133,033,120 円

職員給与費 12,327,040 円

地方債 113,900,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

市営住宅平方団地及び居住者 老朽化した団地の解消。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 住宅費

施　策 誰もが安心して暮らすことのできる生活支援づくり 住宅管理費

事業名 市営住宅平方団地借上事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 建築住宅課 主管課長 伊藤　直人 事業コード

－185－



01

款 08

04 項 05

4-3 目 01

01 ― 55

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

コスト縮減を図りつつ、住宅に困窮する低
所得者への住宅を確保する。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト

事業名 市営住宅借上事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

120,168,720

財
源
内
訳

国庫支出金 10,523,000

県支出金 0

事
業
内
容

民間賃貸住宅を借上げ、住宅に困窮する低所得者への住宅提供を行うものである。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

借上げ住宅の管理戸数 144 戸

決
算
額

事業費計 118,718,480 円

主管課 建築住宅課 主管課長 伊藤　直人 事業コード

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

市営住宅入居希望者 民間活力の導入を図ることにより管理戸数を維持する。

職員給与費 1,450,240 円

地方債

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 住宅費

施　策 誰もが安心して暮らすことのできる生活支援づくり 住宅管理費

0

円

927,000

一般財源 17,262,730

分担金・負担金 0

使用料・手数料 90,005,750

基金繰入金

－186－



01

款 08

04 項 05

4-3 目 01

01 ― 58

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 131,840 円

0

一般財源 0

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

相談会参加者数 10 組

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

高齢者世代が安心して住み替えができるようにするとともに、土地、建物を有効活用して子育て世代の市内移住の支援相
談を行うものである。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

相談の成立 1 件

決
算
額

事業費計 0 円

職員給与費 131,840 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

高齢者世代及び子育て世代 住み慣れた地域の自分に合った住居への住み替え及び子育てしやす
い住居への住み替え。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 住宅費

施　策 誰もが安心して暮らすことのできる生活支援づくり 住宅管理費

事業名 高齢者住み替え支援相談事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土木費

主管課 建築住宅課 主管課長 伊藤　直人 事業コード

－187－



01

款 09

02 項 01

2-3 目 03

02 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

円

職員給与費 2,636,800 円

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

基金繰入金 0

地方債 5,600,000

その他特定財源 0

一般財源 2,013,202

事務事業の総コスト 10,683,002

事
業
目
的

対象 意図

火災等の災害に対応を必要とする市民 災害の被害を軽減するために消防車両、資機材の整備による対応能
力向上、消防団員の技術向上及び士気の向上。

事
業
内
容

平成１２年度に購入した、第２０分団の車両を最新性能を装備し、機動性に優れた小型動力ポンプ付積載車へ更新整備す
る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

火災件数 21 件

決
算
額

事業費計 8,046,202 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 433,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 消防費

施　策 自然災害・都市災害への備えと予防 消防施設費

ク　消　　防

事業名 消防団小型動力ポンプ積載車整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

消防費

主管課 消防防災課 主管課長 笠原　圭史 事業コード

 小型動力ポンプ付積載車（第２０分団）

－188－



01

款 09

02 項 01

2-3 目 03

04 ― 58

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

千葉北西部消防指令センター

円

職員給与費 4,791,900 円

無

翌年度への明許繰越額7,518,000円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 64,231,572

事務事業の総コスト 69,023,472

事
業
目
的

対象 意図

市民 千葉北西部消防指令センターにて受報した災害等に、迅速・的確に
出動指令及び情報伝達を行うことにより、災害に対する被害の軽減
を図る。

事
業
内
容

松戸市、市川市、野田市、浦安市、鎌ケ谷市、流山市の６市で、松戸市消防局内に設置された千葉北西部消防指令セン
ターにおいて平成２５年から消防指令業務が開始されたものであり、消防指令施設を共同で運用する費用の負担金と当市
単独整備分による消防指令施設を稼働する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

救急車の現場到着時間
（平均）

8分16秒

決
算
額

事業費計 64,231,572 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

消防費

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 消防費

施　策 自然災害・都市災害への備えと予防 消防施設費

事業名 消防指令業務共同運用事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

主管課 消防防災課 主管課長 笠原　圭史 事業コード
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05 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事業名 中央消防署移転事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

消防費

基金繰入金 0

地方債 0

事
業
目
的

対象 意図

市民 消防庁舎を充実強化することで、住民の安心安全と財産保護に努
め、一層の地域防災に貢献する。

事
業
内
容

円

事務事業の総コスト 11,885,520 円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

庁舎移転候補地の地質調査を行った。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定 無

翌年度への明許繰越額4,700,280円

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 消防費

施　策 自然災害・都市災害への備えと予防 消防施設費

主管課 消防総務課 主管課長 須藤　恭成 事業コード

その他特定財源 0

一般財源 9,907,920

市の防災拠点である中央消防署は、本市の西側に位置し、災害発生場所によっては、現場到着に時間を要している。ま
た、本市の防災ハザードマップにおいて、浸水想定区域内に設置されており、大規模災害等に被災する恐れもあるほか、
本庁舎は築40年以上が経ち老朽化が進んでいる。このため、防災拠点として相応しい場所へ消防本部・中央消防署を移
転、新設する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

決
算
額

事業費計 9,907,920 円

職員給与費 1,977,600

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型）

52,502,511 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 2,196,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

その他特定財源 0

一般財源

職員給与費 3,296,000 円

主管課 消防防災課 主管課長 笠原　圭史 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民 老朽化が著しい車両を最新性能を具備した新型車両に更新し、消防
力の強化を図り市民の安心安全に寄与する。

事
業
内
容

平成１４年度に購入した東消防署消防ポンプ自動車を、流山市車両更新計画に基づき更新整備する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

火災件数 21 件

決
算
額

事業費計 49,206,511 円

4,810,511

基金繰入金 0

地方債 42,200,000

事務事業の総コスト

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 消防費

施　策 自然災害・都市災害への備えと予防 消防施設費

事業名 消防ポンプ自動車整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

消防費
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

救助艇

事務事業の総コスト 7,004,796 円

職員給与費 3,955,200 円

無

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 2,500,000

その他特定財源 0

一般財源 549,596

主管課 消防防災課 主管課長 笠原　圭史 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

風水害等の災害に対応を必要とする市民 台風災害や河川等で発生した災害に迅速かつ的確に対応し、市民の
安心・安全に寄与する。

事
業
内
容

平成１７年度に購入した救助ボートの老朽化に伴い、水難救助現場において破れても穴が開いても沈むことがない救助艇
（ウレタン注入ボート）へ更新整備する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

救助件数 107 件

決
算
額

事業費計 3,049,596 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

分担金・負担金

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 消防費

施　策 自然災害・都市災害への備えと予防 消防施設費

事業名 救助艇整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

消防費
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事業名 消防施設及び消防装備整備基金積立事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

消防費

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 消防費

施　策 自然災害・都市災害への備えと予防 消防施設費

主管課 消防総務課 主管課長 須藤　恭成 事業コード

事
業
内
容

消防施設・装備の整備に充てる基金を積み立て、消防施設及び装備について計画的に整備する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

基金積立額 104,182 千円

決
算
額

事業費計 104,181,632 円

一般寄附件数
一般寄附額

0
0

件
円

基金繰入金 0

基金積立残額（年度末） 198,976 千円 職員給与費

積立金取り崩し活用額 0 千円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

ふるさと納税寄附件数
ふるさと納税寄附額

102
4,146,000

件
円

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

事務事業の総コスト 105,500,032 円

地方債 0

利子額 35,632 円
その他特定財源 4,181,632

一般財源 100,000,000

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定 無

1,318,400 円

事
業
目
的

対象 意図

市民 消防施設及び装備について計画的に整備するため、必要な基金を積
み立て、市民の安心・安全に寄与する。
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 消防費

施　策 日常生活での安全性と快適性の確保 災害対策費

事業名 全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

消防費

主管課 防災危機管理課 主管課長 大津　真規 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民等 住民へ情報伝達に要する時間の短縮等が可能となり、より市民等の
安全の確保につながる。

事
業
内
容

現行受信機については、平成２２年度以降変更されておらず、処理能力や容量が不足することから処理時間の遅延等によ
る住民への情報伝達の遅れが懸念される。
全国瞬時警報システム（J-ALERT）を現行受信機から新型受信機へ移行する。

事
業
の
実
績
（
指
標
）

受信機設置台数 1 台

決
算
額

事業費計 2,937,600 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 2,900,000

その他特定財源 0

一般財源 37,600

事務事業の総コスト 4,256,000 円

職員給与費 1,318,400 円

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

情報伝達手段の自動起動に要する時間短縮
が可能な新型受信機に更新することで、住
民の迅速かつ確実な避難が可能となる。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

Ｊ－ＡＬＥＲＴ
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

防災資機材

事務事業の総コスト 7,560,200 円

職員給与費 3,955,200 円

無

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 2,118,000

主管課 防災危機管理課 主管課長 大津　真規 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

自主防災組織 自主防災組織の防災力の向上及び共助意識の醸成を図る。

事
業
内
容

地域の防災力向上のため、自主防災組織の設立を自治会に働きかけるとともに、自主防災組織の防災活動を支援するた
め、防災資機材の整備や防災訓練、講演会、研修等に要する経費の一部に対して補助金を交付する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

防災資機材整備事業補助金
活用自主防災組織

66 組織

決
算
額

事業費計 3,605,000 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 1,487,000

分担金・負担金

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 消防費

施　策 自然災害・都市災害への備えと予防 災害対策費

事業名 自主防災組織防災資機材整備等事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

消防費
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

図上訓練の様子

事務事業の総コスト 2,516,996 円

職員給与費 1,318,400 円

有

平成２９年度から２か年継続事業2,000,000円

平成３０年度決算額1,198,596円

前年度からの逓次繰越額315,076円

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 1,198,596

主管課 防災危機管理課 主管課長 大津　真規 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市職員（市災害対策本部の各班長等） 市職員の災害対応能力の向上のため、大規模な災害を想定した図上
訓練を実施する。

事
業
内
容

災害対策本部の運営・情報収集・避難所開設などの訓練を実施する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

職員訓練参加職員数 45 人

決
算
額

事業費計 1,198,596 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

分担金・負担金

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 消防費

施　策 自然災害・都市災害への備えと予防 災害対策費

事業名 総合防災訓練（図上訓練）事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

消防費
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

事務事業の総コスト 17,275,304 円

職員給与費 3,296,000 円

防災備蓄倉庫

無

翌年度への明許繰越額8,784,000円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 0

一般財源 13,979,304

主管課 防災危機管理課 主管課長 大津　真規 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民等 食糧、飲料水及び生活必需品を入手できなくなった市民等に対して
配給する。

事
業
内
容

主要な避難所となる小中学校の余裕教室の利用や、他の市施設等に防災備蓄倉庫を設置する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

防災備蓄倉庫整備済件数 33 件

決
算
額

事業費計 13,979,304 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

分担金・負担金

政　策 ２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 消防費

施　策 自然災害・都市災害への備えと予防 災害対策費

事業名 防災備蓄倉庫設置事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

消防費
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

円

0

利子額 52,160 円
その他特定財源 18,324,160

基金を活用して整備したキッコーマンアリーナの備品

県支出金 0

分担金・負担金 0

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

キッコーマンアリーナの備品整備に活用し
た。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 526,889,020 円

事
業
の
実
績
（

指
標
）

基金積立残額（年度末） 664,234 千円 職員給与費 2,463,860

524,425,160 円

積立金取り崩し活用額 1,731 千円

財
源
内
訳

国庫支出金

基金積立額 524,425 千円

決
算
額

事業費計

ふるさと納税寄附件数
ふるさと納税寄附額

412
15,172

一般財源 506,101,000

0

件
千円 使用料・手数料

一般寄附件数
一般寄附額

2
3,100

件
千円

基金繰入金 0

地方債

0

ケ　教　　育

事業名 教育、文化及びスポーツ振興基金積立事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

政　策

事
業
目
的

対象 意図

教育、文化及びスポーツ 教育、文化及びスポーツの振興。

事
業
内
容

教育施設、生涯学習施設等の用地取得及び建物等の新設、改築等、広く教育、文化及びスポーツの振興のため資金を積み
立てる。

３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 教育総務費

施　策 個性を生かす教育環境の基盤充実 教育振興費

主管課 教育総務課 主管課長 根本　政廣 事業コード
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

授業でのサポート教員の支援

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

身体的な支援を要する子ども達などが安心
して学校生活を送ることができている。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 97,541,565 円

その他特定財源 0

一般財源 95,366,205

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

教育費

算数・数学指導員配置率 100.00 %

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

通常学級に在籍する特別な支援を要する児童生徒に対し、よりきめ細かな指導を行うために、市内の全小中学校に学校サ
ポート教員を配置し、個に応じた指導を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

学校サポート教員配置率 150.00 %

決
算
額

事業費計 95,366,205 円

職員給与費 2,175,360 円

地方債 0

主管課 指導課 主管課長 西村　淳 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市内小中学校全生徒児童 児童生徒の個に応じたきめ細かな指導をすることで、学力の向上を
図る。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 教育総務費

施　策 個性を生かす教育環境の基盤充実 教育研究指導費

事業名 学校サポート教員派遣研究事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

小学校外国語活動の授業の様子

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

ＡＬＴや英語活動指導員を配置すること
で、児童が英語を身近に感じるようにな
り、積極的にコミュニケーションを図ろう
とする態度が育っている。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 46,742,011 円

0

一般財源 42,391,291

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

小学校ALT指導日数 214 日

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

英語が堪能な日本人の小学校英語活動指導員を各小学校に配置し、５・６年生の外国語の授業を進める上での準備段階か
ら授業の実施まで学級担任の補助を行う。
英語を主言語とする外国語指導助手（ＡＬＴ）を８名雇用する。一人あたり２校を担当し、外国語及び外国語活動の指導
補助にあたる。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

英語活動指導員総指導時間
数

9,143 時間

決
算
額

事業費計 42,391,291 円

職員給与費 4,350,720 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

市内小学校全児童 英語教育の推進を図り、子どもたちに英語を通じてコミュニケー
ション能力の基礎を身につけさせる。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 教育総務費

施　策 個性を生かす教育環境の基盤充実 教育研究指導費

事業名 小学校英語活動推進事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 指導課 主管課長 西村　淳 事業コード
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

おおたかの森小学校エアコン設置状況

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 121,857,000 円

0

一般財源 115,000

校
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

市内小学校のエアコン整備
率

100 ％
基金繰入金 0

無

前年度からの明許繰越額120,209,000円

エアコン工事実施校数 1 校

財
源
内
訳

国庫支出金 17,794,000

県支出金 0

エアコン工事監理業務委託
実施校数

0

事
業
内
容

空調未設置である特別教室等にエアコンを設置する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

エアコン設計業務委託実施
校数

0 校

決
算
額

事業費計 120,209,000 円

職員給与費 1,648,000 円

地方債 102,300,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

小学校の児童、教職員及び学校施設利用者 空調が未設置の教室にエアコンを設置し、子供たちの安全で快適な
教育環境を整える。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 小学校費

施　策 個性を生かす教育環境の基盤充実 学校管理費

事業名 小学校エアコン整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 学校施設課 主管課長 大塚　昌浩 事業コード
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

八木南小学校屋内運動場トイレ改造工事

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 33,043,200 円

0

一般財源 74,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

前年度からの明許繰越額30,736,000円

大規模改造工事件数 1 棟

財
源
内
訳

国庫支出金 4,662,000

県支出金 0

事
業
内
容

学校施設環境改善交付金のメニューに基づき事業を選定し、国庫補助金を活用した改造工事を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

大規模改造設計委託件数 0 件

決
算
額

事業費計 30,736,000 円

職員給与費 2,307,200 円

地方債 26,000,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

小学校の児童、教職員及び学校施設利用者 国庫補助の対象となる施設の改修、機能低下の改善の実施による学
校施設環境の維持、保全。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 小学校費

施　策 個性を生かす教育環境の基盤充実 学校管理費

事業名 小学校大規模改造事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 学校施設課 主管課長 大塚　昌浩 事業コード
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

既存プールの解体

有

平成２９年度から２か年継続事業97,630,000円

平成３０年度から３か年継続事業1,736,662,000円

平成３０年度決算額34,334,400円

前年度からの逓次繰越額3,079,680円(平成29年度継続費分)

翌年度への逓次繰越額157,186,000円(平成30年度継続費分)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 36,920,800 円

職員給与費 1,318,400 円

地方債 22,300,000

その他特定財源 0

一般財源 13,302,400

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

解体・杭工事の進捗率 14.70 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

校舎棟増築の設計業務委託と工事を行う。校舎棟はプールと合わせた施設とすることで、校庭の面積減少への影響を抑え
る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

設計業務の進捗率 100.00 ％

決
算
額

事業費計 35,602,400 円

事
業
目
的

対象 意図

学区内の児童 急増する児童の受け入れ態勢を整えることで、教育環境の基盤整備
を図る。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 小学校費

施　策 個性を生かす教育環境の基盤充実 学校管理費

事業名 八木北小学校校舎等建設事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 学校施設課 主管課長 大塚　昌浩 事業コード
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

新設小学校完成イメージ

前年度からの逓次繰越額44,600,000円(平成29年度継続費分)

翌年度への逓次繰越額82,150,000円(平成29年度継続費分)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

　　　　　　　　　　65,718,000円(平成30年度継続費分)

事務事業の総コスト 190,008,250 円

0

一般財源 84,042,650

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

有

平成２９年度から３か年継続事業283,788,000円

平成３０年度から２か年継続事業300,000,000円

平成30年度決算額178,018,000円

造成工事進捗率 16.30 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

大畔地区に小学校を建設するための設計業務及び建設工事を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

設計業務進捗率 73.70 ％

決
算
額

事業費計 178,142,650 円

職員給与費 11,865,600 円

地方債 94,100,000

その他特定財源

主管課 学校施設課 主管課長 大塚　昌浩 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

小学校の児童、教職員及び学校施設利用者 おおたかの森駅周辺を中心とした人口急増による就学児童数の大幅
な増加に対応するため、新たに小学校を建設することで、教育環境
の基盤充実を図る。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 小学校費

施　策 個性を生かす教育環境の基盤充実 学校管理費

事業名 新設小学校建設事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

新設小学校建設地

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 595,789,259 円

0

一般財源 62,318,459

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

翌年度への明許繰越額210,991,602円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

学校用地を取得する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

用地取得 1 件

決
算
額

事業費計 590,918,459 円

職員給与費 4,870,800 円

地方債 528,600,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

小学校の児童、教職員及び学校施設利用者 児童数の急増等による学校用地の拡張、同様に新設校建設のための
用地確保及び現在借地による学校用地の相続等に伴う用地買取りを
必要に応じて行う。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 小学校費

施　策 個性を生かす教育環境の基盤充実 学校管理費

事業名 学校用地（小学校）取得事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 学校施設課 主管課長 大塚　昌浩 事業コード

－205－



01

款 10

03 項 03

3-2 目 01

03 ― 59

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

おおたかの森中学校エアコン設置状況

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 69,266,120 円

0

一般財源 4,120

校
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

市内中学校のエアコン整備
率

100 ％
基金繰入金 0

無

前年度からの明許繰越額67,618,120円

エアコン工事実施校数 1 校

財
源
内
訳

国庫支出金 9,614,000

県支出金 0

エアコン工事監理業務委託
実施校数

0

事
業
内
容

普通教室及び特別教室等にエアコンを設置する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

エアコン設計業務委託実施
校数

0 校

決
算
額

事業費計 67,618,120 円

職員給与費 1,648,000 円

地方債 58,000,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

中学校生徒、教職員及び学校施設利用者 空調が未設置の教室にエアコンを設置し、子供たちの安全で快適な
教育環境を整える。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 中学校費

施　策 個性を生かす教育環境の基盤充実 学校管理費

事業名 中学校エアコン整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 学校施設課 主管課長 大塚　昌浩 事業コード
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

東部中学校武道場吊天井改修工事

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 62,068,680 円

0

一般財源 12,896,520

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

前年度からの明許繰越額67,133,000円

修繕件数 0 件

財
源
内
訳

国庫支出金 14,508,000

県支出金 0

事
業
内
容

校舎、屋内運動場等の建物及び設備について、経年劣化、機能低下が発生している箇所の改修を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

改修工事件数 7 件

決
算
額

事業費計 58,904,520 円

職員給与費 3,164,160 円

地方債 31,500,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

中学校の生徒、教職員及び学校施設利用者 機能低下した施設を改修し、維持、保全に努めることで、教育環境
の基盤を充実させる。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 中学校費

施　策 個性を生かす教育環境の基盤充実 学校管理費

事業名 中学校校舎等改修事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 学校施設課 主管課長 大塚　昌浩 事業コード
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円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

新設中学校建設地

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 9,977,600 円

0

一般財源 800,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

有

平成３０年度から３か年継続事業263,566,000円

翌年度への逓次繰越額21,237,000円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

大畔地区に中学校を建設するための設計業務及び建設工事を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

設計業務進捗率 4 ％

決
算
額

事業費計 8,000,000 円

職員給与費 1,977,600 円

地方債 7,200,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

中学校の生徒、教職員及び学校施設利用者 おおたかの森駅周辺を中心とした人口急増による就学生徒数の大幅
な増加に対応するため、新たに中学校を建設することで、教育環境
の基盤充実を図る。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 中学校費

施　策 個性を生かす教育環境の基盤充実 学校管理費

事業名 新設中学校建設事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 学校施設課 主管課長 大塚　昌浩 事業コード

－208－



01

款 10

03 項 05

3-1 目 03

01 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

おおたかの森センター駐車場整備工事

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

駐車場がおおたかの森センターから約150
ｍ離れた場所にあるため、大きな道路など
に案内板を設置し、利用者にわかりやすい
案内に努めた。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 7,963,760 円

0

一般財源 6,447,600

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

施設利用者に快適で安全な施設利用を提供するため、施設整備を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

施設利用者の満足度調査アンケートの
総合満足度で４段階評価の３以上 100.00 ％

決
算
額

事業費計 6,447,600 円

職員給与費 1,516,160 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

おおたかの森センター利用者 施設利用者に安全で快適に利用できる状態にする。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 社会教育費

施　策 いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進 おおたかの森センター費

事業名 おおたかの森センター施設整備改修事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 公民館 主管課長 鶴巻　浩二 事業コード

－209－



01

款 10

03 項 05

3-1 目 04

01 ― 66

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

更新後の文化会館エレベーター

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

開設以来初めてのエレベーター更新工事で
あるため、利用者の安全と快適な利用を更
に高めることができた。
令和元年5月29日に検査終了。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 2,536,040 円

0

一般財源 426,600

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

翌年度への明許繰越額21,834,800円

市民会館施設利用者数の増
減率

0.70 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

施設利用者に快適で安全な施設利用を提供するため、施設整備を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

市民会館施設利用件数の増
減率

2.40 ％

決
算
額

事業費計 426,600 円

職員給与費 2,109,440 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

文化会館利用者 施設利用者が安全で快適に利用できる状態にする。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 社会教育費

施　策 いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進 文化会館費

事業名 文化会館施設整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 公民館 主管課長 鶴巻　浩二 事業コード

－210－



01

款 10

03 項 05

3-1 目 05

01 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

南流山センター外壁改修工事

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

外壁の剥落防止工事により施設利用者への
安全性が高まった。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 17,411,680 円

0

一般財源 3,900,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

施設利用者に快適で安全な施設利用を提供するため、施設整備を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

施設利用者の満足度調査アンケートの
総合満足度で４段階評価の３以上 100.00 ％

決
算
額

事業費計 15,500,000 円

職員給与費 1,911,680 円

地方債 11,600,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

南流山センター利用者 施設利用者が安全で快適に利用できる状態にする。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 社会教育費

施　策 いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進 南流山センタ－費

事業名 南流山センター施設整備改修事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 公民館 主管課長 鶴巻　浩二 事業コード

－211－



01

款 10

03 項 05

3-1 目 06

05 ― 52

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

「子どもの居場所づくり」事業の様子

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

参加児童の保護者からは、高い評価を受け
た。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 6,763,500 円

1,120,000

一般財源 2,108,400

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

夏休み期間（土日・祝日・お盆休みを除く２７日間）、保護者等が日中働いている小学生に対して、学校の施設の一部を
使用して「居場所」の提供を行う事業を実施する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

参加児童数 1,120 人

決
算
額

事業費計 3,228,400 円

職員給与費 3,535,100 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

夏休み期間、保護者等が日中働いている小学生 学校の施設の一部を使用して「居場所」の提供を行う。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 社会教育費

施　策 いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進 公民館費

事業名
夏休みの学校開放による「子どもの居場所づくり」
事業

会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 公民館 主管課長 鶴巻　浩二 事業コード

－212－



01

款 10

03 項 05

3-1 目 07

01 ― 55

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

改修した図書館エレベーター

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

図書館・博物館利用者の安全を図るため、
図書館エレベーター、博物館ハロゲン化物
消火設備の更新・改修を行った。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 33,642,270 円

0

一般財源 11,532,240

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

昭和５３年に開館以来、老朽化した博物館ハロゲン化物消化設備の修繕・図書館エレベーターの更新を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

決
算
額

事業費計 27,732,240 円

職員給与費 5,910,030 円

地方債 16,200,000

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

図書館・博物館利用者 利用者の安全を図る。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 社会教育費

施　策 いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進 図書館費

事業名 中央図書館及び博物館改修事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 図書・博物館 主管課長 小栗　信一郎 事業コード

－213－



01

款 10

03 項 05

3-1 目 07

05 ― 52

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

ブックセット

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 2,945,905 円

0

一般財源 2,164,835

冊
分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

図書館全館(７館)の乳幼児
(６歳まで)の利用者数

9,520 人
基金繰入金 0

無

図書購入冊数（ブックセッ
ト分）

1,967 冊

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

図書館全館（７館）の児童
書(絵本）の貸出数

165,251

事
業
内
容

「流山市子どもの読書活動推進計画」のブックスタート関連事業として、図書館司書が選定した、乳幼児向け絵本のブッ
クセットを、「おおたかの森こども図書館」から市内保育所(園）・幼稚園などの子育て関連施設に設置する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

図書購入費（ブックセット
分）

2,164,835 円

決
算
額

事業費計 2,164,835 円

職員給与費 781,070 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

乳幼児及び保護者 乳幼児が、いつでも、どこでも、いろいろな絵本を楽しめるよう
に、また子育てに関わる人が絵本についての生きた知識を身につ
け、これからの子育てに役立つようにする。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 社会教育費

施　策 いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進 図書館費

事業名 おおたかの森こども図書館資料充実事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 図書・博物館 主管課長 小栗　信一郎 事業コード

－214－



01

款 10

03 項 05

3-4 目 08

01 ― 61

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

杜のアトリエ黎明改修

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

利用者がより快適に、満足感を味わうこと
ができる。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 4,391,517 円

0

一般財源 2,702,937

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

軽食の提供を始めるにあたり、厨房及びオープンテラスの整備を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

決
算
額

事業費計 2,702,937 円

職員給与費 1,688,580 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

杜のアトリエ黎明の利用者 社会教育ギャラリーとして良好に管理し公開施設として快適に利用
していただく。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 社会教育費

施　策 ながれやま市民文化の継承と醸成 博物館費

事業名 杜のアトリエ黎明改修事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 図書・博物館 主管課長 小栗　信一郎 事業コード

－215－



01

款 10

03 項 05

3-1 目 12

01 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

　今年３月に行われた竣工記念式典

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

指定管理開始に先立ち、施設の事務室開
設、維持管理・設備機器の確認、利用予約
の受付等の開館準備業務を委託し行った。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 22,130,000 円

0

一般財源 20,482,000

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

文化芸術の推進及び市民等交流の進展の場として活用を目指しており、民間の創意工夫やノウハウを活用する指定管理者
制度を導入することで効率的かつ質の高い公共サービスを提供する。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

決
算
額

事業費計 20,482,000 円

職員給与費 1,648,000 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

おおたかの森ホール利用者 民間の創意工夫やノウハウを活用することで、利用者の満足度が向
上できる。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 社会教育費

施　策 いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進 おおたかの森ホール費

事業名 おおたかの森ホール指定管理者事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 生涯学習課 主管課長 中西　直人 事業コード

－216－



01

款 10

03 項 05

3-4 目 12

０1 ― 52

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

文化芸術の新たな拠点「おおたかの森ホール」

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

令和元年度の開館に併せ、文化芸術・市民
等交流事業に利用できる施設として、備品
購入のほか、絵画展示ブース設置工事及び
駐車場機器設置工事を行った。 繰越・

継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 110,597,233 円

0

一般財源 104,005,233

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

令和元年度に開館予定のおおたかの森ホールの整備を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

決
算
額

事業費計 104,005,233 円

職員給与費 6,592,000 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

おおたかの森ホール利用者 文化芸術の推進及び市民等交流の進展のための拠点を整備する。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 社会教育費

施　策 ながれやま市民文化の継承と醸成 おおたかの森ホール費

事業名 おおたかの森ホール整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 生涯学習課 主管課長 中西　直人 事業コード

－217－



01

款 10

03 項 05

3-4 目 12

01 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

市民の文化芸術の交流発信拠点を創出する
ために、質の高い文化芸術の鑑賞機会の提
供準備を進めた。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 13,184,380 円

0

一般財源 380

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

無

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

おおたかの森ホールの開館を記念して、ホール機能を通じて文化的・芸術的活動を通じた幅広い交流を創出し、市民の文
化芸術の振興を図るため市民が文化芸術に親しめて、多様な文化芸術活動を展開できる音響に優れた多目的ホールを目指
し、質の高い芸術鑑賞の場として活用する事業を開催する準備を行う。なお、開館記念事業は指定管理者が行ったため、
事業費には式典準備のための消耗品費のみを計上している。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

式典参加者数 276 名

決
算
額

事業費計 380 円

職員給与費 13,184,000 円

地方債 0

その他特定財源

事
業
目
的

対象 意図

市民全般 おおたかの森ホールの開館を記念して、市民の文化芸術の交流発信
拠点を創出するために、質の高い文化芸術の鑑賞機会の提供をす
る。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 社会教育費

施　策 ながれやま市民文化の継承と醸成 おおたかの森ホール費

事業名 おおたかの森ホール開館記念事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 生涯学習課 主管課長 中西　直人 事業コード

－218－



01

款 10

03 項 06

3-2 目 01

02 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

0

一般財源

保健活動を補助するサポート看護師

0

無

看護師配置数 9 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 15,647,641 円

事
業
内
容

サポート看護師はその専門的な立場から、保健室を訪れる児童生徒の健康チェックや応急処置、個別に関わることが望ま
しい児童生徒の補助、生活習慣に関する援助・助言等を行う。また、思春期教育・薬物乱用防止教育・健康増進に関わる
授業等を養護教諭が行いやすい環境を整える。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

養護教諭による学年学級へ
の指導時間数

134 時間

決
算
額

事業費計 12,681,241 円

職員給与費 2,966,400 円

地方債 0

その他特定財源

12,681,241

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金

事
業
目
的

対象 意図

小中学校児童生徒 児童生徒の健康教育の充実

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 保健体育費

施　策 個性を生かす教育環境の基盤充実 保健体育総務費

事業名 学校サポート看護師派遣事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

主管課 学校教育課 主管課長 宮本　信一 事業コード

－219－



01

款 10

03 項 06

3-5 目 02

01 ― 53

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

0

一般財源 8,908,532

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

無

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

東京オリパラに向けた市民の機運醸成を
図った。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 15,500,532 円

事
業
内
容

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会におけるオランダ代表チームの事前キャンプをキッコーマン アリー
ナで受け入れる。併せて事前キャンプの機運醸成のためのホストタウンとしての交流事業や、２０２０以降につながる
「する」、「みる」、「ささえる」スポーツの推進を図る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

交流イベントの参加者数 3,610 人

決
算
額

事業費計 8,908,532 円

職員給与費 6,592,000 円

地方債 0

その他特定財源

基金繰入金 0

主管課 スポーツ振興課 主管課長 寺門　宏晋 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

市民 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会における事前
キャンプ受入れを通じて、市民の多文化相互理解を深め、住み続け
たいまちとしての本市の魅力を高める。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 保健体育費

施　策 スポーツ活動の基盤づくり 社会体育事業費

事業名
東京オリンピック・パラリンピック事前キャンプ地
等誘致事業

会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

－220－



01

款 10

03 項 06

3-5 目 04

01 ― 64

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

0

一般財源 10,968,696

分担金・負担金 0

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

おおたかの森スポーツフィールド拡張地

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

おおたかの森スポーツフィールドの設計業
務委託が完了した。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 14,923,896 円

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

事
業
内
容

平成30年4月に供用開始された流山スポーツフィールドを適切に管理するとともに、おおたかの森スポーツフィールドの
拡張整備に向けて、設計・工事を進めていく。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

おおたかの森スポーツ
フィールド設計業務進捗率

100.00 ％

決
算
額

事業費計 10,968,696 円

職員給与費 3,955,200 円

地方債 0

その他特定財源

主管課 スポーツ振興課 主管課長 寺門　宏晋 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

屋外スポーツの利用者 市民が気軽に、快適で安全に利用できる多目的運動場を整備する。

政　策 ３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 保健体育費

施　策 スポーツ活動の基盤づくり 体育施設整備費

事業名 スポーツフィールド整備事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

教育費

－221－



０１

款 13

06 項 01

6-2 目 01

01 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

円

職員給与費 659,200 円

事務事業の総コスト 2,417,440

その他特定財源 0

一般財源 1,758,240

使用料・手数料 0

基金繰入金 0

地方債 0

0

県支出金 0

事業費計

分担金・負担金 0

土地開発基金の残高を増やし土地開発基金の効率的な運用を図る。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

基金の土地 4,607 ㎡

決
算
額

1,758,240 円

基金の現金 961,956 千円

財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
内
容

土地開発基金から一般会計予算で土地の買戻しを行う。当年度は平和台１丁目、江戸川台東２丁目の土地の不動産鑑定を
行った。

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 普通財産取得費

施　策 健全で効率的な行財政運営 土地取得費

主管課 財産活用課 主管課長 石川　博一 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

土地開発基金の土地

コ　諸支出金

事業名 土地取得事業
会計 一般会計 予算区分 政策

予
算
科
目

諸支出金

政　策

－222－



 

 

 

 

(2) 特 別 会 計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要な施策の成果は、現年度の主管課長が評価し作成しているので、主管課

名、主管課長名ともに現年度のものを表記してあります。  





08

款 01

04 項 01

4-2 目 01

02 ― 52

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

0

地方債 0

事務事業の総コスト 3,401,190 円

職員給与費 1,495,900 円

1,905,290 円

介護福祉士実務者研修費助
成

30 件

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 1,425,000

その他特定財源 480,290

一般財源 0

0

使用料・手数料 0

基金繰入金

事
業
の
実
績
（

指
標
）

介護職員初任者研修費助成 13 件

決
算
額

事業費計

分担金・負担金

事
業
目
的

対象 意図

市内の介護施設等で就労している方 介護職員の育成と介護施設等への就労を支援し、介護人材の確保及
び定着を図る。

事
業
内
容

介護職員初任者研修又は介護福祉士実務者研修を受講し、市内の介護保険施設等に３か月以上就労した者に対し、研修費
用の一部を助成する。

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 総務管理費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 一般管理費

主管課 介護支援課 主管課長 豊田　武彦 事業コード

ア　介護保険

事業名 介護人材確保支援事業
会計 介護保険特別会計 予算区分 政策

予
算
科
目

総務費

政　策

－223－



09

款 01

04 項 01

4-2 目 01

04 ― 01

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

事務事業の総コスト 10,030,701 円

職員給与費 9,492,800 円

0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 537,901

一般財源 0

事
業
内
容

後期高齢者医療制度加入者（被保険者）への医療給付（高額療養費、葬祭費、高額介護合算療養費等）に対して、適正に
通知、申請受理、給付を行う。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

被保険者数（平均被保険者
数）

21,267 人

決
算
額

事業費計 537,901 円

葬祭費申請件数 1,015 件

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

高額療養費支給延べ人数 16,577 人
分担金・負担金 0

使用料・手数料

主管課 保険年金課 主管課長 今野　忠光 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

75歳以上の高齢者及び65歳以上の障害認定者 後期高齢者医療被保険者の健康の保持増進と適切な医療を確保す
る。

政　策 ４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 総務管理費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 一般管理費

イ　後期高齢者医療

事業名 給付事務事業
会計 後期高齢者医療特別会計 予算区分 経常

予
算
科
目

総務費

－224－



09

款 01

04 項 02

4-2 目 01

01 ― 02

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

保険料の適正な徴収事務を行うことが、後
期高齢者医療制度を維持するための財政基
盤である保険料の確実な収納に繋がる。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

0

地方債 0

事務事業の総コスト 23,748,526 円

職員給与費 14,107,200 円

9,641,326 円

保険料の収納率（現年度
分）※

99.39 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

コンビニエンスストアでの
収納件数

5,278 件
その他特定財源 9,641,326

一般財源 0

0

使用料・手数料 0

保険料の収納率（滞納繰越
分）※

45.59 ％
基金繰入金

事
業
の
実
績
（

指
標
）

保険料の収納割合（現年度
分）

99.68 ％

決
算
額

事業費計

保険料の収納割合（滞納繰
越分）

45.64 ％
分担金・負担金

※収納済額から還付未済額を差し引いて算出

事
業
目
的

対象 意図

75歳以上の高齢者及び65歳以上の障害認定者 適正な保険料の徴収を通じて、後期高齢者医療制度の安定した制度
基盤を確立する。

事
業
内
容

広域連合により算定された年度の保険料額に基づき、保険料を徴収する。

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 徴収費

施　策 高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり 徴収費

主管課 保険年金課 主管課長 今野　忠光 事業コード

事業名 保険料徴収管理事業
会計 後期高齢者医療特別会計 予算区分 経常

予
算
科
目

総務費

政　策

－225－



02

款 05

04 項 02

4-4 目 01

01 ― 03

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

無

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 無 継続費の設定

0

地方債 0

事務事業の総コスト 49,059,288 円

職員給与費 3,296,000 円

45,763,288 円

人間ドック＋脳検査利用件
数

255 人

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

その他特定財源 45,763,288

一般財源 0

0

使用料・手数料 0

基金繰入金

事
業
の
実
績
（

指
標
）

人間ドック利用件数 1,309 人

決
算
額

事業費計

脳ドック利用件数 213 人
分担金・負担金

事
業
目
的

対象 意図

人間ドック35歳以上、脳検査・脳ドック40歳以上
の流山市国民健康保険被保険者

疾病の早期発見・早期治療を行い、重症化を予防することで高額な
医療費の削減を目的とする。

事
業
内
容

被保険者の健康の保持増進及び医療費の抑制を図ることを目的として、人間ドック、脳検査、脳ドックの利用に対し、人
間ドック25,000円、人間ドック＋脳検査30,000円、脳ドック25,000円の助成を行っている。

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 保健事業費

施　策 健康で明るい暮らしづくり 保健衛生普及費

主管課 保険年金課 主管課長 今野　忠光 事業コード

ウ　国民健康保険

事業名 国保人間ドック・脳ドック助成事業
会計 国民健康保険特別会計 予算区分 経常

予
算
科
目

保健事業費

政　策

－226－
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款 02

01 項 01

1-2 目 01

01 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

西平井・鰭ケ崎地区（新川南流山線）

無

前年度からの明許繰越額92,746,300円

翌年度への明許繰越額42,350,000円

前年度からの事故繰越額44,452,000円

翌年度への事故繰越額32,454,000円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

住宅等の建築申請が６５件あり、事業の進
捗に伴い街並みが形成されてきている。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 270,224,006 円

職員給与費 19,578,960 円

0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 190,420,046

一般財源 0

事
業
内
容

「宅鉄法」に基づき、鉄道整備と宅地開発を一体的に計画・整備するものであり、土地区画整理事業により道路、公園等
の公共施設の整備改善及び宅地の利用増進を図ることにより、地区内住民の生活利便性の向上を目指すものである。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

事業進捗率 99.10 ％

決
算
額

事業費計 250,645,046 円

仮換地指定率 100.00 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 60,225,000

県支出金 0

道路整備延長率
（総延長L＝12,569ｍ）

100.00 ％
分担金・負担金 0

使用料・手数料

主管課 まちづくり推進課 主管課長 梶　隆之 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

西平井・鰭ケ崎地区内住民 公共施設の整備改善と宅地の利用増進を図ることにより、地区内住
民の生活利便性の向上を目指す。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 西平井・鰭ケ崎地区土地区画整理事業費

施　策 地域特性に合った良好な市街地整備 西平井・鰭ケ崎地区土地区画整理事業費

エ　土地区画整理事業

事業名 西平井・鰭ケ崎地区土地区画整理事業
会計 土地区画整理事業特別会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土地区画整理事業費

－227－
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款 02

01 項 02

1-2 目 01

01 ― 51

円

円

円

円

円

円

円

円

職員給与費は、事務事業マネジメントシートにおいて積算した費用を掲載しています。

鰭ケ崎・思井地区（鰭ケ崎駅前広場）

無

前年度からの明許繰越額234,537,300円

翌年度への明許繰越額165,766,560円

前年度からの事故繰越額75,420,800円

翌年度への事故繰越額32,267,348円

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

住宅の建築申請が１８件あり、事業の進捗
に伴い街並みが形成されてきている。

繰越・
継続費
の状況

繰越の有無 有 継続費の設定

事務事業の総コスト 758,373,744 円

職員給与費 19,578,960 円

0

基金繰入金 0

地方債 0

その他特定財源 658,672,784

一般財源 0

事
業
内
容

「宅鉄法」に基づき、鉄道整備と宅地開発を一体的に計画・整備するものであり、土地区画整理事業により道路、公園等
の公共施設の整備改善及び宅地の利用増進を図ることにより、地区内住民の生活利便性の向上を目指すものである。

事
業
の
実
績
（

指
標
）

事業進捗率 94.40 ％

決
算
額

事業費計 738,794,784 円

仮換地指定率 99.00 ％

財
源
内
訳

国庫支出金 80,122,000

県支出金 0

道路整備延長率
（総延長Ｌ＝3,351ｍ）

75.00 ％
分担金・負担金 0

使用料・手数料

主管課 まちづくり推進課 主管課長 梶　隆之 事業コード

事
業
目
的

対象 意図

鰭ケ崎・思井地区内住民 公共施設の整備改善と宅地の利用増進を図ることにより、地区内住
民の生活利便性の向上を目指す。

政　策 １節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 鰭ケ崎・思井地区土地区画整理事業費

施　策 地域特性に合った良好な市街地整備 鰭ケ崎・思井地区土地区画整理事業費

事業名 鰭ケ崎・思井地区土地区画整理事業
会計 土地区画整理事業特別会計 予算区分 政策

予
算
科
目

土地区画整理事業費

－228－


